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星ほしのカービィ




大だい迷めい宮きゅうのトモダチを救すくえ！の巻まき








高たか瀬せ美み恵え・作

苅かり野のタウ・ぽと・絵





[image: ]





[image: ]









〈保護者のみなさまへ〉


本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　特とく大だいのカステラを前まえに、カービィはうっとりと目めを閉とじていた。

　目めを開あけたら、がまんできずに、一ひと口くちで吸すいこんでしまいそうな気きがしたからだ。

　これほど大おおきな、おいしそうな、最さい高こう級きゅうのカステラを一ひと口くちで丸まるのみしてしまうなんて、いくらなんでも、もったいない。

　まずは目めをとじて、においをかいで……カステラの香かおりをじゅうぶんに楽たのしんでから、ゆっくりゆっくり味あじわって食たべないと……。

　カービィは、ドキドキしながら目めをあけた。

　カステラは、「早はやく食たべて！」と言いっているみたいに、黄こ金がね色いろにかがやいていた。

「いただきまぁぁぁ……！」

　カービィが、よだれをたらしそうになりながら、口くちをあけた時ときだった。

「カービィィィ！　たいへんだよ～！」

　ドアがバタンと開ひらいて、ワドルディが転ころがりこんできた。

　カービィは、口くちを大おおきくあけたまま、目めをぱちくりさせた。

「ワドルディ……？」

「たいへん！　たいへんなんだよ、カービィ！」

「う……うん。ごめんね、ワドルディ！」

　カービィは、ちょっと後うしろめたくなって、あやまった。

「ぼくね、一人ひとり占じめしようと思おもったわけじゃないんだ。ただ、このカステラ、一つだけしかなくって……」

「早はやく！　早はやく来きて、カービィ！」

「これ、コックカワサキがくれたんだよ……お店みせのメニューの試し作さく品ひんなんだって……食たべてみて、感かん想そうを聞きかせてねって言いわれたから、それで……ぼく……ぼく……」

「たいへんなんだってば！　早はやく来きてよ！」

「ないしょで食たべるなんて、よくなかったよね。やっぱり、おいしいものは半はん分ぶんこにしなきゃ……ごめんね、ワドルディ！　間まに合あってよかった、今いまからこれを半はん分ぶんに……」

「もぉぉぉ！　そんな話はなしじゃないんだってば！」

　ワドルディはカービィの手てをつかんで、イスから引ひきずり下おろした。

「な……どうしたの、ワドルディ？　あ、コックカワサキに、おかわりをもらいに行いくの？」

「ちがうってば。あいつが、やってきたんだよ！」

「あいつって？　ラーメン屋やさん？　おでん屋やさん？」

「屋や台たいじゃないよ！　とにかく、来きてってば！」

「でも、カステラが……」

「カステラなんて、あと、あと！」

　カステラに未み練れんたらたらのカービィを引ひっぱって、ワドルディは全ぜん速そく力りょくで走はしり出だした。




　二人ふたりがやってきたのは、デデデ山やまのふもとの広ひろ場ば。

　見み覚おぼえのある、帆はん船せんのような形かたちをした宇う宙ちゅう船せんがとまっている。それを目めにしたとたん、カービィの食くい気けはふっとんだ。

「あ、あの船ふねは……ローア！　まさか！」

「その、まさかだよ。あいつがあらわれたんだ！」

　ワドルディは、めずらしくキッとした顔かおになり、天あまかける船ふねローアを指ゆびさした。

　ローアの前まえに、三人にんの人ひと影かげが見みえる。ひときわ大おおきな体たい格かくは、デデデ大だい王おう。そのとなりに、仮か面めんの剣けん士しメタナイト。

　そして、彼かれらの前まえで、熱ねつ弁べんをふるっているのは……。

「マホロア～!?」

　カービィは叫さけび、今いままでとは逆ぎゃくに、ワドルディを引ひきずるようないきおいで走はしり出だした。

　カービィの大おお声ごえに気きづいたマホロアが、サッと振ふり向むいた。

　フードをかぶった顔かおに、満まん面めんの笑えみがうかんだ。

「ヤァ、カービィ！　久ひさしぶりだねェ！　元げん気きだったカィ？」

[image: ]

「お……おまえ……なぜ……」

　カービィは身みがまえて、マホロアをにらんだ。

　マホロアには、以い前ぜん、ひどい目めにあわされたことがある。今いまさら、しれっとした顔かおでプププランドにあらわれるなんて……また、よからぬことをたくらんでいるにちがいない。

「何なにをしにきたんだ!?　もう、おまえの思おもうとおりにはさせないぞ！　プププランドから出でていけ！」

「ゴカイだヨォ、カービィ。あのときのコトは、ホントにホントに、ごめんネェ。今こん度どこそ、どうしてもキミたちの助たすけが必ひつ要ようなんだヨォ！」

　マホロアは手てを組くみ合あわせ、カービィを見みつめた。

　カービィは口くちをへの字じにして、かぶりを振ふった。

「ダメだね。もう、同おなじ手ては食くわないよ。おまえの言いうことなんか、もう、ぜったいに信しんじるもんか！」

「そんなこと言いわないでヨォ！　お願ねがいだヨ、カービィ……話はなしだけデモ、聞きいてほしいンダ」

　マホロアは、しょんぼりと頭こうべをたれた。

「ジツはネ……ボクのトモダチが、タイヘンな目めにあってるンダ」

「……」

「イッコクも早はやく助たすけに行いきたいンダ。でも、ボク一人ひとりじゃ、ドウにもできないヨ！　お願ねがいだヨォ、カービィ。力ちからをかしテ……！」

　それでも、カービィはかたい表ひょう情じょうをくずさなかった。

　だまって聞きいていたメタナイトが、口くちを開ひらいた。

「むだ足あしだったようだな、マホロア。ここには、おまえの虚きょ言げんにあやつられる者ものなど一人ひとりもいない。去され」

「メタナイトォ……ソンナこと言いわないデェ……！」

「わが剣けんのサビになりたいか？」

　メタナイトは、宝ほう剣けんギャラクシアに手てをかけた。

　マホロアは恐おそれおののき、ひざまずいた。

「ボクの話はなしを聞きいてヨォ……トモダチを助たすけたいンダ！　ボクのイチバンの親しん友ゆうが、カガミの大だい迷めい宮きゅうにとらわれてしまったんだヨォ！」

「……なに？　鏡かがみの、大だい迷めい宮きゅう……だと？」

　今いまにも剣けんを抜ぬきそうだったメタナイトの手てが、止とまった。

　マホロアは、必ひっ死しの表ひょう情じょうで言いった。

「キミたちも知しってるヨネ？　あの、オソロシイ伝でん説せつのカガミ……ディメンションミラー……！」

　カービィも、デデデ大だい王おうも、メタナイトも、顔かおを見み合あわせた。

　ディメンションミラーは、プププランドの上じょう空くうに浮うかぶ鏡かがみの国くににある、神しん聖せいな鏡かがみ。みんなの願ねがいを映うつしだし、かなえてくれるという、ふしぎな力ちからをもっている。

「どういうことだ？　ディメンションミラーがどうした？」

　メタナイトがたずねると、マホロアは大おおげさな身みぶりをまじえて言いった。

「あのカガミが、ボクのトモダチを飲のみこんじゃったんだヨォ！　トモダチは、カガミのクニから出でてこられなくなっちゃったンダ……シンパイでたまらないヨォ……オネガイ、助たすけてェ、カービィ！」

　カービィは、どう答こたえてよいのか、わからなかった。

　マホロアの話はなしが本ほん当とうなら、力ちからをかしてあげたい。でも、信しん用ようしていいのかどうか。

　なにしろ、マホロアは口くちがうまい。以い前ぜん、彼かれの口くち車ぐるまにのせられて、苦にがい経けい験けんをしたことを、カービィは忘わすれていなかった。

　メタナイトも、デデデ大だい王おうも、そしてワドルディも、口くちをひらかなかった。みんな、やっぱりマホロアを信しんじられないようだ。

　マホロアは、なみだ声ごえで言いった。

「……そう……だヨネ……信しんじてもらえないヨネ……」

「……」

「ボクが悪わるいんだヨネ……ダケド、かなしいヨォ……トモダチを思おもうキモチまで、うたがわれるナンテ……カービィなら、ボクのキモチ、わかってくれると思おもったのニィ……」

「……え？」

「カービィは、とてもトモダチ思おもいだカラ。ダイスキなトモダチがアブナイ目めにあっていたら、ゼッタイ、ほっとけないよネェ？」

　そう言いいながら、マホロアはワドルディのほうをチラッと見みた。

　カービィは、ハッとした。

　もしもワドルディが悪わる者ものにとらえられたり、ひどい目めにあわされたりしたら、カービィは全ぜん力りょくで助たすけに行いくだろう。どんな危き険けんにだって、まよわず立たち向むかうにきまっている。

「ボクだってオンナジ。ダイスキなトモダチを、ゼッタイに助たすけたいんだヨォ……！」

　マホロアは、必ひっ死しな顔かおでカービィに取とりすがった。

　カービィの心こころは、ゆらいだ。

　マホロアは大おおウソつきだけれど、友ともだちを思おもう気き持もちだけは本ほん物ものかもしれない。カービィが、仲なか間またちを思おもうのと同おなじように。

　それを踏ふみにじるなんて、カービィにはできなかった。

「……わかった」

　カービィは、うなずいた。

　デデデ大だい王おうが、目めをみはった。

「なんだと、カービィ？　まさか、こいつの言いうことを信しんじるのか？」

「うん。ぼく、マホロアの友ともだちを助たすけに行いくよ」

「ホント!?　ヤッタァ！　サスガはカービィ！　タヨリになるヨォ！」

　マホロアは、はね回まわってよろこんだ。

　ワドルディが、心しん配ぱいそうに言いった。

「カービィ、そんなにかんたんに信しんじちゃダメだよ。そいつ、また何なにかたくらんでるのかもしれないよ」

「だいじょーぶ！　もしもウソだったら、そのときはマホロアをこらしめてやるから！」

　カービィは、こわい顔かおをしてマホロアを見みた。

　マホロアは、何なん度どもうなずいた。

「わかってるヨォ！　ボク、ココロをいれかえたンダ。もう、ウソなんかつかないヨォ」

「じゃあ、さっそく出しゅっ発ぱつしよう。友ともだちが消きえた場ば所しょに、案あん内ないして」

「ウン！　……アレ？　キミたちは？」

　マホロアは、デデデ大だい王おうとメタナイトを見みた。

　二人ふたりは、まだ警けい戒かいをとかず、きびしい目めでマホロアをにらんでいる。

　マホロアは、首くびをすくめた。

「カービィはチカラをかしてくれるのニィ……キミたちは来こないのカィ？」

「フン！　オレ様さまはカービィみたいなお人ひとよしじゃないからな。きさまの言いうことなんて、信しんじられんわい！」

　デデデ大だい王おうは腕うで組ぐみをして、そっぽを向むいた。

　マホロアは、ため息いきまじりに言いった。

「そうカァ……ザンネンだナァ……ボクのトモダチは大おおガネモチで、キマエがいいんだけどナァ……」

「……なに？」

「イノチの恩おん人じんには、タップリお礼れいをくれると思おもうんだけどナァ……ユメみたいなゴチソウを用よう意いして、もてなしてくれるのにナァ……」

「ごちそう……だと？」

　デデデ大だい王おうは、ゴクリとのどを鳴ならした。

　マホロアは、大だい王おうに背せを向むけた。

「しかたナイ……ゴチソウはカービィだけのモノ……カービィ一人ひとりで、食たべきれるかナァ……」

「食たべきれるよ～！　どんなごちそうでも、ぼくなら一ひと口くちでペロリだよ！　安あん心しんして、マホロア！」

　カービィは目めをかがやかせて、くるんと空くう中ちゅうで一回かい転てんした。

　心こころの底そこにちょっぴり残のこっていた疑うたがいは、「ごちそう」の一ひと言ことでふっ飛とんでしまった。

　カービィは今いまにも走はしり出だしそうないきおいで、マホロアの手てをつかんだ。

「早はやく行いこう、マホロア！　ごちそう、ごちそう！」

「ゴチソウの前まえに、トモダチだヨォ！」

「わかってるって！　お友ともだちを助たすけて、ごちそうパーティだよ～！」

「待まて！」

　デデデ大だい王おうはあわてて飛とび出だし、カービィの行ゆく手てをふさいだ。

「オレ様さまをおいていくな！」

「どいてよ、デデデ大だい王おう。マホロアの言いうことなんて、信しんじないんでしょ？」

「気きが変かわったのだ。オレ様さまは、心こころやさしい大だい王おうだからな。困こまっている者ものをほうってはおけんわい！」

「いいよ、来こなくて」

「オレ様さまの力ちからがなければ、ディメンションミラーには立たち向むかえんぞ！」

「来こなくていいってば」

　デデデ大だい王おうとカービィは、おたがいを押おしのけるようにして、天あまかける船ふねローアに飛とび乗のった。

　マホロアは「ウフフフ……」と小ちいさな笑わらいをもらして、ふと、メタナイトに目めを向むけた。
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　メタナイトは態たい度どを変かえず、静しずかにマホロアをにらんでいる。

「……キミは、ヤッパリ信しんじてくれないんだネェ。ハクジョウだナァ、メタナイトォ」

「……」

「マァ、いいケド。カービィとデデデ大だい王おうがそろえば、こわいものナシだからネェ。キミのチカラなんか、いらないヨ。サヨナラ！」

　マホロアは身みをひるがえして、すばやくローアに乗のりこんだ。

　天あまかける船ふねは、プププランドの大だい地ちをはなれ、ぐんぐん上じょう昇しょうしていった。

　それを見み上あげながら、ワドルディがつぶやいた。

「なんだか、あやしいなあ……ぼく、やっぱり信しんじられない。あいつの言いうこと」

「当とう然ぜんさ。マホロアは虚きょ言げんの魔ま術じゅつ師しだ。やつの言こと葉ばに、真しん実じつなど一つもない」

　メタナイトは、いまいましげに言いった。

「カービィは、だれよりも友ともだち思おもいだ。あいつは、その性せい格かくを利り用ようして、まんまとカービィの心こころを動うごかした。デデデ大だい王おうには友ゆう情じょうなど通つう用ようしないから、食たべ物ものの話はなしでつった。二人ふたりの性せい格かくを知しり抜ぬいた上うえで、手て玉だまに取とったのだ。気きに入いらないやり口くちだ」

「カービィのやさしさを利り用ようするなんて……ひどいや！」

　ワドルディは怒いかりをにじませた顔かおで、どんどん小ちいさくなっていくローアをにらみつけた。

「メタナイト様さま！　マホロアのやつ、やっぱり、あやしいです。このまま、ほうってはおけません！」

「……私わたしとしては、彼かれらのトラブルになど関かかわりたくはないのだがな」

　メタナイトは、ふっと小ちいさなため息いきをついた。

「しかし、君きみの言いうとおり、ほうってはおけない。カービィとデデデ大だい王おうはどうなってもかまわんが、マホロアが何なにをたくらんでいるのか気きになる」

　メタナイトは空そらを見み上あげ、ごま粒つぶのように小ちいさくなったローアをにらんだ。

「行いこう、ワドルディ。くれぐれも、油ゆ断だんはするなよ。マホロアの悪わるがしこさは、宇う宙ちゅう一いちと言いっても過か言ごんではないのだからな」

　言いいながら、メタナイトはきびすを返かえして、近ちかくに停てい泊はくさせている戦せん艦かんハルバードに向むかった。

「はい、メタナイト様さま！」

　ワドルディは、しっかりうなずいて、メタナイトの後あとに続つづいた。




　戦せん艦かんハルバードは、たちまち天あまかける船ふねローアに追おいついた。

　メタナイトとワドルディが乗のりこんだとき、マホロアたちは作さく戦せん会かい議ぎの真まっ最さい中ちゅう。

　カービィはもちろん二人ふたりの参さん戦せんをよろこんだ。でも、マホロアは二人ふたりを無む視しした。

「ディメンションミラーのチカラは、キミたちもよく知しってるヨネェ？」

　天あまかける船ふねローアの会かい議ぎ室しつで、マホロアはせわしなく歩あるき回まわりながら説せつ明めいした。

「あのカガミは、ヒトのネガイゴトを映うつし出だして、ジツゲンさせるチカラをもってるンダ。カガミのクニにあったはずなんだケド、ボクのトモダチがグウゼン手てに入いれて……」

「偶ぐう然ぜんだと？　どういうことだ。おまえの友ゆう人じんは、どのような手しゅ段だんでディメンションミラーを手てに入いれたのだ？」

　するどく問といかけると、マホロアは足あしを止とめ、不ふ機き嫌げんそうに振ふり返かえった。

「ハナシをさえぎらないでヨォ……ダイタイ、なんでローアに乗のりこんできたンダ、メタナイト？　ボクの言いうことナンテ、シンヨウしないんじゃなかったのカィ？」

「気きが変かわったんだ。それより、質しつ問もんに答こたえろ。ディメンションミラーは、そうかんたんに手てに入はいるものではないぞ。いったい、どうして……」

「サァネ？　ひろったんじゃないカナァ？　トニカク、ボクのトモダチはディメンションミラーを手てに入いれて、まっさきにボクに見みせてくれたンダ。大だいシンユウだからネ！」

「マホロアは、鏡かがみに何なにかお願ねがいごとをしたの？」

　カービィがたずねた。マホロアは首くびを振ふり、両りょう手てを広ひろげてみせた。

「そんなヒマはなかったヨォ……ボクとトモダチが話はなしをしてたら、カガミがトツゼンかがやき出だして、アッという間まにトモダチを飲のみこんじゃったんだからサァ！」

　マホロアは、そのときのことを思おもい出だしたように、身みぶるいした。

「こわかったヨォ！　カガミはボクのトモダチを飲のみこむと、まっしろにクモって、ナニも映うつさなくなっちゃったンダ」

「ディメンションミラーが……」

「ウン。チカラを失うしなってしまったんだヨォ。ボクには、ドウすればイイのかサッパリわからなくてェ……カービィたちのチカラを借かりることに決きめたンダ！」

「ディメンションミラーは、今いま、どこにあるのだ？」

　メタナイトがたずねると、マホロアは「コッチ、コッチ」とみんなを手てまねいて、歩あるき出だした。

　自じ動どうドアが開ひらく。その向むこう側がわは、うす暗ぐらい広ひろ間まになっていた。

　がらんとした広ひろ間まの中ちゅう央おうに、大おおきな鏡かがみがすえつけられている。金きん色いろのつばさのようなかざりにふちどられた、神しん秘ぴ的てきな鏡かがみだ。
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　けれど、マホロアの言いうとおり、鏡かがみの表ひょう面めんは真まっ白しろくくもっていた。まるで、一いち面めんに氷こおりが張はった湖みずうみのように。

　メタナイトが、油ゆ断だんなく剣けんに手てをかけながら言いった。

「これがディメンションミラーだというのか。たしかに、外がい見けんは似にているが……あの鏡かがみがもっているはずの神しん秘ぴ的てきなパワーを、まったく感かんじない。おかしい……」

「デモ、ボクのトモダチを飲のみこんじゃったんだヨォ！」

　マホロアは、おそろしそうに身みをすくめた。

「ボク、どうしたらイイかわからなくてサァ……トニカク、カガミをここに運はこびこんだんだヨォ」

「この鏡かがみの中なかに、マホロアのお友ともだちが閉とじこめられてるんだね」

　カービィは、トコトコと鏡かがみに歩あゆみよった。

　ワドルディが、あわてて忠ちゅう告こくした。

「気きをつけて、カービィ！　うっかり近ちかづいたら、あぶないよ！」

「へーきへーき！　メタナイトの言いうとおり、パワーが消きえちゃったみたい。なんにも感かんじないよ」

　カービィは、鏡かがみをのぞきこんでみた。白しろくくもった鏡かがみは、何なにも映うつさない。

「これじゃ、鏡かがみじゃなくて、ただの白しろい板いただよ……ディメンションミラー、どうしちゃったのかなあ……」

　カービィは、鏡かがみの表ひょう面めんにそっと手てをふれてみた。

　そのとたん。

　くもっていた鏡かがみが、みるみるうちに、かがやきを取とり戻もどした。

　カービィのびっくりした顔かおが、はっきりと鏡かがみに映うつし出だされた。

「あ……あれ？　鏡かがみが……？」

　カービィは、おどろいて、声こえを上あげた。

　と同どう時じに──カービィは、鏡かがみに映うつった自じ分ぶんに引ひっぱられるように、鏡かがみの中なかに引ひきずりこまれてしまった！

「うわあああ!?」

　カービィの大おお声ごえは、途と中ちゅうでぷっつりと、とだえた。

「カービィ!?」

　ワドルディが悲ひ鳴めいを上あげた時ときには、もうカービィの姿すがたは消きえていた。

　メタナイトが、ぼうぜんとしてつぶやいた。

「どうしたことだ、これは……ディメンションミラーが、カービィの力ちからを求もとめているのか？　いったい、なぜ……」

　マホロアが飛とび上あがって、大おお声ごえで叫さけんだ。

「タイヘンだァ！　ボクのトモダチの時ときとイッショだヨォ！　トモダチも、こんなふうにカガミに飲のみこまれちゃったンダ！　カービィ、ダイジョウブカナ？　シンパイでたまらないヨォ！」

「……と言いうわりには、ずいぶんうれしそうだな、マホロア」

　メタナイトが指し摘てきすると、マホロアは急いそいで首くびを振ふった。

「ナニ言いってるんダィ？　そんなワケないヨォ。ミンナ、ハヤク！　カービィを助たすけておくれヨォ！」

「フン！　オレ様さまに指さし図ずするな。言いい出だしっぺが先さきに行いけ！」

　デデデ大だい王おうはマホロアの首くびねっこをガシッとつかむと、鏡かがみに向むかっていきおいよく放ほうり投なげた。

「エ……ワァァァ!?　ナニするンダ、ランボウモノ──！」
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　マホロアは、鏡かがみに吸すいこまれるように姿すがたを消けした。

　デデデ大だい王おうはパンパンと手てをたたき、自じ分ぶんも鏡かがみに向むかっていった。

　ワドルディが、おそるおそる声こえをかけた。

「大だい王おう様さまも、この鏡かがみの中なかに飛とびこむんですか……？」

「当とう然ぜんだわい。カービィに、ごちそうを一人ひとり占じめされては、たまらんからな。ワドルディ、おまえはここに残のこっていていいぞ。どうせ役やくに立たたんのだからな」

「いいえ、ぼくも行いきます！　カービィが心しん配ぱいだもの……」

　言いいかけて、ワドルディはハッとして口くちをおさえた。

　デデデ大だい王おうは、ジロリとワドルディを見み下おろした。

「心しん配ぱい、だと？　どういうことだ？」

「い……いいえ……その……」

「前まえからあやしいと思おもっていたのだ。ひょっとして、おまえ、オレ様さまの目めをぬすんで、カービィと仲なか良よくしてるんじゃなかろうな……？」

「ま、ま、まさか！　カービィがごちそうを一人ひとり占じめするのが心しん配ぱいだなあ……という意い味みです！」

「本ほん当とうか？」

「もちろんです。カービィは敵てきです！　大だい王おう様さまに歯はむかう、なまいきなヤツです！」

「よしよし。そのとおりだ」

　デデデ大だい王おうは疑うたがいをといて、また鏡かがみに向むき直なおった。

　ワドルディはホッとした。

　ワドルディとカービィは大だいの仲なか良よしだが、そのことは大だい王おうにはひみつ。デデデ大だい王おうは、カービィをライバル視しして、何なにかといがみ合あっているのだ。

　部ぶ下かのワドルディとカービィが、実じつは友ともだちだなんて知しったら、デデデ城じょうをぶちこわすほど怒いかりくるうに決きまっている。

（カービィのことだから、大だい丈じょう夫ぶって信しんじてるけど……でも、けがをしないでね！）

　ワドルディは、心こころの中なかでそっと祈いのった。

　デデデ大だい王おうは、背はい後ごのメタナイトを振ふり返かえった。

「きさまはどうするんだ、メタナイト」

「やむをえん。付つき合あうさ」

「フン、ついて来きても、ごちそうはやらんぞ！」

「君きみといっしょにするな。私わたしはただ、鏡かがみの真しん相そうを明あきらかにしたいだけだ」

　言いうが早はやいか、メタナイトはすばやく鏡かがみに突とっ進しんした。デデデ大だい王おうも、負まけてはたいへんとばかりに、あわてて鏡かがみに飛とびこんでいく。

　ワドルディも、ためらってはいられない。

　こわくてたまらなかったけれど、目めをつぶって、思おもい切きって鏡かがみにぶつかっていった。
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　さて、鏡かがみの世せ界かいに引ひきずりこまれてしまったカービィは──。

　あたりをキョロキョロと見み回まわして、考かんがえこんだ。

　周しゅう囲いに広ひろがっているのは、大おおきな葉はをしげらせた森もりだった。

　低ひくくたれさがった枝えだが複ふく雑ざつにからみ合あい、魔ま物もののように行ゆく手てをさえぎっている。プププランドの平へい和わな森もりとはぜんぜんちがう、まがまがしい気きが立たちこめている。

　カービィはブルッとからだをふるわせ、ひとり言ごとを言いった。

「とにかく、奥おくへ進すすんでみよう。マホロアのお友ともだちの手てがかりをさがさなくちゃ……」

　あてずっぽうの方ほう角がくへ歩あるいていくと、ふいに、目めの前まえに何なにかが落おちてきた。

　まっかなリンゴだ。木きになっていた実みが、風かぜに吹ふかれて落おちたのだった。

　カービィは、リンゴが大だい好すき。というより、くだものはなんでも大だい好すき。たちまち、目めの色いろを変かえた。

「わあ、おいしそうなリンゴ！　いただきまーす！」

　カービィは両りょう手てを広ひろげ、思おもいっきり息いきを吸すいこんだ。

　ちゃんと手てでひろってから口くちに入いれれば良よいのだけれど、たまに、おなかがすいている時ときのカービィは、こんな横おう着ちゃくなことをする。

　カービィの吸すいこみパワーは、目めについたものを、片かたっぱしから吸すいこむことができるのだ。

　リンゴはヒュンッと宙ちゅうを飛とんで、カービィの口くちの中なかに飛とびこんだ。

　カービィは、気きがつかなかった。リンゴのかげに、小ちいさな小ちいさな生いき物ものがひそんでいたことに。

「んー、おいしー！　……ん？」

　リンゴを飲のみこんでニコニコしていたカービィの顔かおが、急きゅうに引ひきつった。

「ん、ん、ん──？　な、なに、これ……？」

　はき出だそうとしたけれど、おそかった。

　カービィは、リンゴを丸まるのみするのといっしょに、小ちいさな生いき物ものまで飲のみこんでしまった。

　とたんに──まわりの景け色しきが、急きゅうに巨きょ大だい化かし始はじめた。

　木きも草くさも、足あし元もとの石いしころまでも、ぐんぐん大おおきくなっていく。

　いや、ちがった。

　まわりのものが大おおきくなったのではなく、カービィがちぢんでいるのだ！

「わ……わあああああ!?」

　カービィは悲ひ鳴めいを上あげた。
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　その間あいだにも、カービィはどんどん小ちいさくなっていく。小こ石いしのかげにかくれてしまうくらいに。

「や、やめて──！　ストップ、ストップ！　ぼく、なくなっちゃうよ──!?」

　カービィはバタバタあばれ回まわり、ふるえ上あがったけれど、幸さいわいなことに、消きえてなくなる前まえに変へん化かはとまった。

　でも、カービィのからだは、すっかり小ちいさくなってしまった。

　いつもは気きに止とめることもないような小ちいさな花はな々ばなまで、今いまは、カービィの頭ず上じょうで大たい輪りんの花はなを咲さかせている。

「……どうしたんだろう？　ぼく、小ちいさくなっちゃった……」

　心こころ細ぼそくなって、しょげ返かえったときだった。

　とつぜん、カミナリのような音おとがひびきわたり、空そらから何なにかがふってきた。

　小ちいさなカービィは、あわてて草くさのかげにかくれた。

　まず最さい初しょに、頭あたまからつっこんできたのはマホロア。

　続つづいて、どぉぉぉん──と、地じ面めんをふるわせて落おっこちてきたのは、デデデ大だい王おう。

　マントをひるがえして華か麗れいに着ちゃく地ちを決きめたのは、メタナイト。

　その後あとから、ワドルディも落おちてきた。

「いたたた……痛いたいわい！　なんで、オレ様さまがこんな目めに！」

　デデデ大だい王おうは、打うった腰こしをさすりながら、わめいた。

　メタナイトが、クールに答こたえた。

「鏡かがみの通つう路ろが、空くう中ちゅうで開ひらいていたようだな。あまり高たかい場ば所しょではなくて幸さいわいだった」

「イタイヨォ……ぶつけちゃったヨォ！」

　マホロアも、フードをかぶった頭あたまをかかえ、うずくまっている。

「カービィは、どこにいるんでしょうか」

　ワドルディは、心しん配ぱいそう。

　カービィは草くさのかげから飛とび出だして、大おお声ごえを上あげた。

「ここ、ここ──！　みんな、だいじょーぶ？」

「アレ？　イマ、カービィの声こえが聞きこえたヨ？」

　マホロアがあたりを見み回まわした。しかし、足あし元もとのカービィにはぜんぜん気きがついていない。

　彼かれだけではない。デデデ大だい王おうもメタナイトもワドルディも、キョロキョロと見み回まわしているが、カービィには気きがついてくれなかった。

　むりもない。今いまのカービィは、草くさ花ばなのかげにかくれてしまうくらい小ちいさいのだから。

「ここだよ──！　下したを見みて！　下しただよ──！」

　カービィは、みんなを見み上あげて大おお声ごえを張はり上あげた。

「なんだ？　声こえはするが、姿すがたが見みえんぞ」

「カービィ、ドコォ？」

「かくれていないで、出でてきたまえ」

　デデデ大だい王おうもマホロアもメタナイトも、見けん当とうちがいの方ほう向こうをさがしている。

　やっと、ワドルディが気きがついてくれた。

「あ、カービィ！　……え!?」

　ワドルディはかがみこんで、カービィに顔かおをよせた。

　巨きょ大だいなワドルディの顔かおがせまってきたので、カービィは思おもわず後あとずさった。

　ワドルディは、すっとんきょうな声こえで叫さけんだ。

「ど、どうしたの──!?　なんで、そんなに小ちいさくなっちゃったの!?」

「何なにをしとるんだ、ワドルディ。そんなところに、かがみこんで……」

　デデデ大だい王おうも、身みをかがめた。

　大だい王おうの顔かおは、ワドルディよりももっと大おおきい。カービィは、たじろいだ。

　でも、もっとたじろいだのは、デデデ大だい王おうのほうだった。

「な、なに──!?　何なにをふざけてるんだ、カービィ!?」

「ふざけてないよ──！」

　カービィは、力ちからいっぱい、叫さけび返かえした。

　メタナイトとマホロアも、ようやくカービィに気きづいてくれた。

「カービィ……どうしたことだ、これは？」

「ナンデ、ソンナに小ちいさくなっちゃったノォ──？」

「わかんないよ──！　リンゴを食たべたら、こうなっちゃったんだよ──！」

「リンゴ？　あのリンゴのことか？」

　メタナイトは頭ず上じょうに実みのっているリンゴを見み上あげた。

「ふつうのリンゴのように見みえるが……いったい、なぜ……？」

　そのとき、デデデ大だい王おうの顔かおに、何なにかたくらむような笑えみが浮うかんだ。

　大だい王おうは、カービィを指ゆび先さきでつまみ上あげると、自じ分ぶんの手ての上うえにのせた。

　巨きょ大だいな顔かおをぐっと近ちかづけて、ほくそ笑えむ。

「フフン……いいザマだな、カービィ」

「え!?」
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「なぜか知しらんが、ずいぶんとコンパクトになったじゃないか。今いまのきさまなど、オレ様さまの鼻はな息いきひとつで吹ふき飛とばせるぞ！」

「ええ──!?」

「これまで、きさまにはさんざん苦くるしめられてきたからな。今いまこそ、オレ様さまの力ちからを思おもい知しらせてやるわい！」

　デデデ大だい王おうは、大おおきく息いきを吸すいこんだ。

「や、やめて──！」

　カービィは悲ひ鳴めいを上あげたが、デデデ大だい王おうはすっかり気きをよくしている。

　吸すいこんだ息いきを、思おもいっきり、鼻はなから吹ふき出だした。

「フン──ッ！」

「きゃぁぁぁ──！」

　カービィは大だい王おうの鼻はな息いきに吹ふき飛とばされて、コロコロ転ころがりながら宙ちゅうを飛とんでいった。

「何なにをするんだ、デデデ大だい王おう」

　メタナイトが、あきれ顔がおでさとした。

「カービィを見み失うしなってしまった。われわれが目もく的てきを果はたすためには、カービィの力ちからが必ひつ要ようだと思おもうのだが」

「ハハハン！　あんなやつ、どうでもいいわい。オレ様さま一人ひとりで、すべて解かい決けつしてやるからな！」

　デデデ大だい王おうは鼻はなで笑わらったが、急きゅうに、とまどった顔かおになった。

「……で、どっちへ進すすめばいいのだ？　おい、マホロア。きさまの友ともだちとやらは、どこにいる？」

「ンモォォ──！　大だい王おうじゃ、アテにならないヨォ！　やっぱり、カービィのチカラが必ひつ要ようだヨォ！」

　マホロアは飛とび上あがり、こぶしを振ふり上あげた。

「フ、フン！　カービィなんていなくても、オレ様さまがなんとかするわい！　とにかく、奥おくへ行いけばいいんだろう！」

　デデデ大だい王おうは目めを血ち走ばしらせてあたりを見み回まわしたが、そこは道みちもない森もりの中なか。どちらへ進すすめばいいのか、さっぱりわからない。

　ワドルディが、おそるおそる言いった。

「あ、あの、大だい王おう様さま……奥おくに進すすむには、たしか、鏡かがみをとおり抜ぬけないといけないのでは……」

「わかっとるわい！　そうだ、鏡かがみを見みつけるんだ！」

　この世せ界かいでは、鏡かがみが、奥おくへ進すすむための通つう路ろになっている。

　冒ぼう険けんを続つづけるためには、通つう路ろとなる鏡かがみを見みつけなくてはならない。

「きっと、たぶん、おそらく、こっちにちがいない……かもしれないわい！」

　デデデ大だい王おうは適てき当とうに歩あるき出だした。ワドルディが、その後あとについていく。

「やれやれ……だ」

「ヤッパリ、デデデ大だい王おうナンテ、つれてくるんじゃなかったヨォ……」

　メタナイトとマホロアも、しぶしぶ、大だい王おうの後あとを追おった。




　デデデ大だい王おうの鼻はな息いきに吹ふき飛とばされたカービィは、木きにぶつかって落おちた。

「いてててて……ひどいや……デデデ大だい王おうめ！」

　くらくらしながら、起おき上あがる。

「みんなを追おいかけなきゃ……だけど……」

　今いまのカービィの足あしでは、全ぜん力りょくで走はしっても、追おいつけそうにない。

「こまったなあ……早はやく、もとの大おおきさに戻もどらないと……」

　ため息いきをついた時ときだった。

　カービィは、木きの根ねっこのところに穴あながあいていることに気きがついた。

　ふつうなら、見み落おとしてしまいそうな小ちいさな穴あなだ。でも、今いまのカービィにとっては、自じ分ぶんのからだと同おなじくらいの大おおきさだった。

　穴あなの底そこから、かすかに光ひかりがさしている。

　カービィは、穴あなをのぞきこんでみた。どうやら、穴あなの中なかは、大おおきな空くう洞どうになっているようだ。

「なんだろう？　ひょっとして、ひみつの抜ぬけ道みちかな……？」

　カービィは、思おもい切きって穴あなに飛とびこんでみた。

　思おもったよりも、ずっと深ふかい穴あなだった。カービィはあわてて息いきを吸すいこんだ。

　いつもなら、「ホバリング」の技わざで、からだを浮うかせることができるのだけれど──。

　今いまの小ちいさなからだでは、ホバリングができなかった。

　カービィは、まっさかさまに穴あなの底そこにたたきつけられてしまった。

「いたぁぁい……もう！　今日きょうは、いたい目めにあってばかりだよ！」

　カービィは、顔かおをしかめて起おき上あがった。

　そこは、巨きょ大だいな地ち下か通つう路ろだった。ひんやりとして、空くう気きがしめっている。

　カービィは、目めをまたたいた。

　地ち下かだというのに、ふしぎなことに、奥おくのほうから光ひかりが差さしこんでいた。

「光ひかりがあるってことは……あっちに抜ぬけ道みちがあるんだ。よぉし……！」

　カービィは飛とび上あがり、光ひかりの方ほう向こうへ走はしり出だした。




　いっぽう、デデデ大だい王おうたち一いっ行こうは、あてどもなく森もりの中なかをさまよっていた。

「大だい王おうさまぁ……やっぱり、カービィを探さがしたほうがいいんじゃないでしょうか……」

　ワドルディが、弱よわ音ねをはいた。

　デデデ大だい王おうは、不ふ機き嫌げんにしかりつけた。

「うるさいわい！　あんなやつ、必ひつ要ようないというのに。だまってオレ様さまについてこい！」

　メタナイトが言いった。

「いや、私わたしもワドルディに賛さん成せいだ。でたらめに歩あるき回まわっていても、先さきへは進すすめないぞ」

「オレ様さまが、鏡かがみを見みつけてやるわい！」

「意い地じをはるな、デデデ大だい王おう。とにかく、カービィを探さがそう」

「カービィなんて、役やくに立たつものか。あんなに小ちいさくなってしまったんだからな！」

「それが気きにかかるんだ。もとの大おおきさに戻もどしてやらなければ……」

　と、そのとき。

　ワドルディが言いった。

「大だい王おう様さま、大だい王おう様さま！　何なにか聞きこえます！」

「む？　なんだと？」

「カービィの声こえです」

　言いいながら、ワドルディはぺたっと地じ面めんにふせた。

「何なにをやっとるんだ、ワドルディ。声こえなんぞ、聞きこえんぞ……」

「いや、聞きこえる。耳みみをすましてみろ、デデデ大だい王おう」

　メタナイトも、ワドルディと同おなじように身みをふせた。マホロアも、同おなじく。

　ワドルディの言いうとおりだった。

　カービィの声こえが聞きこえてくる。なぜか、地じ面めんの下したから。

「おーい、おーい、みんなぁぁ！　聞きこえる？　聞きこえたら返へん事じをしてぇぇ！」

　マホロアが答こたえた。

「カービィ！　ヨカッタァ！　ブジだったんだネ！」

「うん。地ち下かに、ひみつの抜ぬけ道みちがあるんだ！　みんなも早はやく来きて。奥おくへ進すすむための鏡かがみを見みつけたよ！」

「本ほん当とうか!?」

　メタナイトがすばやく身みを起おこし、地じ面めんに剣けんを突つき立たてた。

「なるほど、この下したは空くう洞どうのようだ。みんなで手て分わけして、穴あなを掘ほるぞ……」

「ええい、まだるっこしい！　ここは、オレ様さまにまかせろ！」

　デデデ大だい王おうは、叫さけぶが早はやいか、愛あい用ようのハンマーを振ふり上あげた。

　大だい王おうの怪かい力りきとハンマーがあれば、どんな硬かたい岩いわもくだけちる。ハンマーを数すう発はつ、地じ面めんに打うちつけると、たちまち大おお穴あながあいた。

　デデデ大だい王おう、メタナイト、そしてマホロアとワドルディ。みんな、次つぎ々つぎに地ち下か通つう路ろに飛とび下おりた。

　小ちいさなカービィが、ぴょんぴょん飛とびはねながら言いった。

「わっ、あぶないなあ！　気きをつけてよ！　ぼく、もうちょっとでみんなの下したじきになるところだった！」

「カービィ、鏡かがみはどこだ？」

「こっち、こっち！」

　カービィは先せん頭とうに立たって、みんなを案あん内ないした。

　通つう路ろを進すすんでいくと、突つきあたりに小ちいさな鏡かがみが見みつかった。

　奥おくの世せ界かいへと通つうじる入いり口ぐちだ。冒ぼう険けん者しゃたちを招まねくように、ぼうっと光ひかりをはなっている。

　マホロアが、手てをたたいてよろこんだ。

「ウワァ、サスガだナァ、カービィ！　コンナところにあるカガミを見みつけるナンテ、すごいヨォ！」

「小ちいさくなったおかげだよ！　ふつうなら、気きがつかなかったと思おもうけど」

「フフン、小ちいさくなってよかったじゃないか。ずっと、そのままでいるがいい」

　デデデ大だい王おうがせせら笑わらった。

　カービィは、ふくれっつらで言いい返かえした。

「いやだよ！　これじゃ、小ちいさすぎて、なんにも食たべられない。ぼく、早はやくもとに戻もどりたいよ！」

「とにかく、奥おくへ進すすむぞ」

　メタナイトが剣けんをおさめて言いった。

　カービィは張はり切きって、鏡かがみに向むかって駆かけ出だした。

「よーし、行いくよ！　ぼくが、いちばん乗のりだ！」

　叫さけびながら、カービィは鏡かがみに飛とびこんでいった。

「待まて！　ぬけがけは、ゆるさんぞ！」

　デデデ大だい王おうも、すぐ後あとに続つづく。

　メタナイト、マホロア、ワドルディも、次つぎ々つぎに鏡かがみに飛とびこんだ。




　鏡かがみをとおり抜ぬけた瞬しゅん間かん、カービィのからだは大おおきくバウンドし、地じ面めんに転ころがった。

　はずみで、小ちいさな小ちいさな何なにかが、カービィの口くちから飛とび出だした。

　その小ちいさなものは、カービィを見み上あげて、かんだかい声こえで怒おこり出だした。
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「もぉぉぉ！　なんてことするんだよ、食くいしんぼうめ！　リンゴといっしょに、オイラまで飲のみこむなんて！」

　カービィは目めをぱちぱちさせて、周しゅう囲いを見み回まわした。

　カービィの後あとから、デデデ大だい王おうたちが次つぎ々つぎに転ころがり出でてくる。

　彼かれらの大おおきさをたしかめて、カービィは歓かん声せいを上あげた。

「わあ、ぼく、もとの大おおきさに戻もどったんだ！　やったぁ！」

「ちょっと！　ヒトの話はなし、聞きいてるの!?」

　小ちいさな生いき物ものはカンカンに怒おこって、カービィに体たい当あたりをした。

　カービィはその生いき物ものを見み下おろして、あやまった。

「ごめん、ごめん。ぼく、きみを吸すいこんじゃったんだね」

「まったく！　このミニー様さまを、だれだと思おもってるんだい！　ちっちゃいからって、バカにするなよ！」

　小ちいさな生いき物ものは、プリプリしながら行いってしまった。

　メタナイトが言いった。

「ミニー、か。名な前まえは聞きいたことがある。小ちいさなからだに似に合あわず、気きの強つよい生いき物ものだ。カービィは、うっかりあいつを吸すいこんだせいで、「ミニマム」のコピー能のう力りょくを得えてしまったのだろうな」

　コピー能のう力りょくは、カービィがもっているふしぎな力ちから。吸すいこんだ相あい手ての特とく徴ちょうや得とく意い技わざを、そっくり自じ分ぶんのものにできる。

「ファイア」や「ソード」など、攻こう撃げき力りょくの高たかい必ひっ殺さつ技わざを身みにつけられることもあるけれど、いつもいつも役やくに立たつとは限かぎらない。

「小ちいさくなるだけのコピー能のう力りょくかぁ……あんなの、もう、こりごりだよ！　あいつだけは、二に度どと吸すいこまない！」

　カービィは、デデデ大だい王おうの鼻はな息いきで吹ふき飛とばされたことを思おもい出だして、身みぶるいした。

　ワドルディが、笑わらいながら言いった。

「でも、小ちいさくなったから、地ち下かの抜ぬけ道みちを見みつけることができたんでしょ。あいつのおかげだよ、カービィ！」

「うん……そうだよね。行いこう、ワドルディ！」

　二人ふたりは手てをつないで、駆かけ出だそうとした。

　その背せ中なかへ、デデデ大だい王おうのカミナリが落おちた。

「ワドルディ！　あやしいあやしいと思おもっていたが、きさま、やはりカービィと……！」

「え……え!?　あ、ち、ちがいます！」

　ワドルディはあわてて、カービィとつないでいた手てを振ふりほどいた。

　デデデ大だい王おうは、すさまじい形ぎょう相そうでワドルディにせまった。

「オレ様さまの目めをぬすんで、カービィと仲なか良よくしているんだな!?　オレ様さまをうらぎっているということだな!?」

「ち、ちがいます。カービィは敵てきです」

「今いま、手てをつないでいたじゃないか」

「カービィを逃にがしてはいけないと思おもって！　つかまえていたんです！」

「本ほん当とうか？」

「も、もちろんです」

　ワドルディは、チラッとカービィを見みた。とても、悲かなしそうな目めをしている。

　その目めに気きづいたカービィは、ぴょんと飛とび上あがって叫さけんだ。

「つかまったりしないよー！　べ───、だ！」

「あ、待まて、こら！」

　走はしり出だしたカービィを、デデデ大だい王おうが追おいかけていく。

「ごめんね、カービィ……」

　ワドルディは、しょんぼりしてつぶやいた。

　そのつぶやきに反はん応のうしたのは、マホロアだった。

「フフフ……キミってつめたいネェ、ワドルディ」

「……え？」

「デデデ大だい王おうがコワイからって、アンナこと言いうなんて！　カービィがカワイソウ！」

「……」

「キミとカービィって、ホントのトモダチなのかナァ？」
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　マホロアは笑わらいながら、カービィの後あとを追おいかけていった。

　ワドルディは、ぎゅっと手てをにぎりしめた。

　くやしくてたまらなかったけれど、もう、言いい返かえせない。

「……いちばんの友ともだちだよ！　ぼくとカービィは！」

　自じ分ぶんに言いい聞きかせるように言いって、ワドルディも走はしり出だした。




　一いっ行こうは次つぎ々つぎに鏡かがみの通つう路ろを見みつけ出だして、奥おくへ、奥おくへと進すすんでいった。

　鏡かがみの大だい迷めい宮きゅうは、複ふく雑ざつに入いり組くんでいて、ひとすじなわではいかない。しかも、それぞれのエリアが危き険けんに満みちている。

　見み渡わたすかぎりの荒こう野やもあれば、雪ゆきと氷こおりに閉とざされた山やまもあった。何なにが飛とび出だしてくるかわからないおばけ屋や敷しきも、魚さかなたちが泳およぎまわる海かい底ていエリアも。

　どこまで進すすんでも、マホロアの友ともだちの手てがかりは、まったく見みつからなかった。

「ええい、もう、くたびれたわい！　いつになったら目もく的てき地ちにたどりつくんだ！」

　ついに、デデデ大だい王おうが怒おこり出だした。

　大だい王おうは腕うでを組くんで座すわりこみ、もう一いっ歩ぽも歩あるかないという姿し勢せいでわめきちらした。

「もう、やめだ！　オレ様さまは帰かえる！」

「大だい王おう様さま……ここで帰かえったら、ごちそうが手てに入はいりません……」

　ワドルディが言いうと、デデデ大だい王おうはおそろしい目めでにらんだ。

「なんという食くいしんぼうなんだ、おまえは。そんなに、ごちそうがほしいのか」

「え！　ぼくじゃなくて、大だい王おう様さまが……」

「だまれ、ワドルディ。きさまは、オレ様さまが、ごちそうにつられるような食くいしんぼうだと言いいたいのか！」

「い、いいえ……」

「カービィといっしょにするな！　さては、きさま、やっぱりカービィと手てを組くんで……」

「いいえ──！　大だい王おう様さまは食くいしんぼうなんかじゃありません」

　ワドルディはペコペコとあやまった。

　メタナイトが言いった。

「部ぶ下かに八やつ当あたりするのはやめたまえ、デデデ大だい王おう。帰かえりたければ、勝かっ手てに帰かえるがいいさ。これまで来きた道みちを、一人ひとりで引ひき返かえす気きがあるのならな」

「む……」

　デデデ大だい王おうは、苦にが虫むしをかみつぶしたような顔かおになった。

　ここまで、いくつものエリアをとおり抜ぬけ、さまよい歩あるいてきた。

　数かぞえきれないほどのワナや敵てきをしりぞけて、ここまで来こられたのは、みんなで力ちからを合あわせてきたからだ。

　一人ひとりぼっちで引ひき返かえすなんて、無む理りに決きまっている。うぬぼれ屋やのデデデ大だい王おうだって、そのくらいのことはわかる。

「ああ、腹はら立だたしい！　やはり、マホロアの言いうことなんて聞きくんじゃなかったわい！」

「ヒドいヨォ……！」

　マホロアが抗こう議ぎをしようとした時ときだった。

　周しゅう囲いを偵てい察さつしていたカービィが戻もどってきた。

「ねえ、みんな！　これまでとは、ちょっとちがう鏡かがみを見みつけたよ！」

「なに？」

　みんなの視し線せんを集あつめて、カービィは張はり切きって報ほう告こくした。

「この先さきの洞どう窟くつの中なかに、大おおきな鏡かがみがあるんだ。これまでとおり抜ぬけてきた鏡かがみよりりっぱだし、きれいだよ」

「本ほん当とうか！」

　デデデ大だい王おうは、たらたらと不ふ満まんを言いっていたことなんてわすれたように、力ちから強づよく立たち上あがった。

「よし、その鏡かがみこそ、迷めい宮きゅうのいちばん奥おくに通つうじる通つう路ろにちがいないわい。カービィ、でかした。ほめてやるぞ」

「こっち、こっち！」

　カービィが先せん頭とうに立たち、一いっ行こうは洞どう窟くつへと向むかった。




　その鏡かがみは、カービィが言いったとおり、これまでの鏡かがみとはちがっていた。

　見み上あげるほど大おおきいし、ふちのかざりも豪ごう華かだ。見みつめているだけで吸すいこまれてしまいそうな、ふしぎな力ちからを感かんじさせる。

「なるほど、これは本ほん物ものだわい。こいつをとおり抜ぬければ、いよいよごちそうにありつける……というわけだな！」

「よろこぶのは、まだ早はやいぞ、デデデ大だい王おう」

　メタナイトがくぎをさした。

「りっぱな鏡かがみだからといって、ゴールとはかぎらない。気きを抜ぬくな」

「フン！　きさまの説せっ教きょうは聞ききあきたわい！」

　デデデ大だい王おうは、まっさきに鏡かがみに飛とびこんだ。

「あ、ずるいよー！　ぼくが見みつけた鏡かがみなのに！」

　カービィも、すぐ後あとに続つづいた。

　マホロアが、「ウフフフ……」と笑わらってつぶやいた。

「コレがゴールだといいネ！　ボク、クタクタだヨォ。モウ、歩あるきたくないヨォ」

「友ともだちを助たすけに行いくというのに、まるで遠えん足そく気き分ぶんだな、マホロア」

　メタナイトが、けわしい目めを向むけた。

　マホロアは、首くびを振ふって答こたえた。

「ナニ言いってるんダイ、メタナイト。サァ、トモダチを助たすけに行いくヨォ！」

　マホロアはカービィたちに続つづいて、鏡かがみの中なかへと入はいっていった。
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「もう、頭あたまにきちゃう！　クレイシアのわからずや──！」

　そんな叫さけび声ごえとともに、何なにかが飛とんできた。

　まっすぐ宙ちゅうを飛とんだ物ぶっ体たいは、ちょうどねらいを定さだめたように、鏡かがみから転ころがり出でてきたデデデ大だい王おうの顔かおを直ちょく撃げきした。

「……！」

　大だい王おうは、声こえも上あげずにひっくり返かえった。

　飛とんできたのは、ねんどのかたまり。それが、大だい王おうの口くちに飛とびこんだのだ。

「……あれ？」

　ねんどを投なげつけた張ちょう本ほん人にんが、びっくり顔がおで大だい王おうを見み下おろした。

　すきとおった羽は根ねをもつ、小ちいさな妖よう精せいだった。

　ツンととがった髪かみを、青あおやオレンジなど、きれいな色いろに染そめ分わけている。着きている服ふくは、目めがさめるような、あざやかなピンク色いろ。

　大だい王おうに続つづいて鏡かがみから飛とび出だしてきたカービィは、小ちいさな妖よう精せいの姿すがたを見みると、大おお声ごえで叫さけんだ。

「あ、エリーヌ!?　エリーヌだ！」

「え……？　カービィ!?」

　妖よう精せいは目めをまんまるにした。
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　このカラフルな妖よう精せいエリーヌは、カービィの友ともだちの一人ひとり。以い前ぜん、とある大だい事じ件けんに巻まきこまれてしまったとき、カービィに助たすけを求もとめ、いっしょに冒ぼう険けんの旅たびに出でたことがある。

　エリーヌは、ひっくり返かえっているデデデ大だい王おうと、カービィを順じゅんに見みつめ、首くびをかしげた。

「……どうなってるの？　あなたたち、どうして鏡かがみの中なかから……」

　その言こと葉ばが終おわらないうちに、マホロア、メタナイト、ワドルディが次つぎ々つぎに鏡かがみから転ころがり出でてきた。

　エリーヌは、おどろきのあまり、絶ぜっ句くしてしまった。

　カービィが言いった。

「エリーヌ、どうしてこんなところにいるの？　エリーヌも、大だい迷めい宮きゅうでまいごになってるの？」

「大だい迷めい宮きゅう？　なんのこと？」

「鏡かがみの大だい迷めい宮きゅうだよ……」

　カービィは、そう言いいながらあたりを見み回まわした。

　そこは、小ちいさな部へ屋やだった。

　テーブルやイスなど、しゃれた家か具ぐが置おかれているが、すべてミニチュア・サイズ。つまり、エリーヌの大おおきさに合あっている。

「ここ、どこ……？」

「何なに言いってるの。わたしの部へ屋やよ、もちろん」

「……え？　鏡かがみの大だい迷めい宮きゅうの中なかじゃないの……？」

　カービィは何なん度どもまばたきをした。

　エリーヌは、わけがわからないという顔かおで、首くびをかしげた。

「おかしなことを言いうわね。どうなってるの、いったい。いきなり、鏡かがみの中なかから転ころがり出でてくるなんて、びっくりだわ！」

「鏡かがみ……」

　カービィは、壁かべにかけられた鏡かがみに近ちかづいてみた。

　きれいな細さい工くのふちどりがある、大おおきな鏡かがみだった。カービィたちが飛とびこんだ洞どう窟くつの鏡かがみとよく似にたデザインだ。

　メタナイトが言いった。

「迷めい宮きゅうの中なかには、外そとの世せ界かいへ通つうじている鏡かがみもあるようだな。私わたしたちがとおり抜ぬけてきたあの鏡かがみが、たまたま、ここへつながっていたというわけだ」

「この鏡かがみは、何なん日にちか前まえに、古ふる道どう具ぐ屋やで買かったのよ」

　エリーヌが説せつ明めいした。

「クレイシアが、ひと目め見みて、気きに入いったの。なんだか、ふしぎなパワーを感かんじるって言いって。クレイシアはすばらしい芸げい術じゅつ家かだから、パワーをひめたものをするどく見み抜ぬく目めをもってるの！」

　自じ慢まんげに言いってから、エリーヌはハッとしたように言いい直なおした。

「ま、まあ、でも、性せい格かくはサイテーだけど。いくら才さい能のうがあったって、あんなわからずやじゃ、付つき合あいきれないわ！」

　エリーヌは、小ちいさなからだに似に合あわないくらい、声こえを張はり上あげた。その剣けん幕まくは、カービィたちがたじろぐほど。

　カービィは、目めをぱちぱちさせて、たずねた。

「どうしたの、エリーヌ？　クレイシアとケンカしたの？」

「ケンカどころじゃないわ。聞きいてよ、カービィ……！」

　けれど、エリーヌが話はなし始はじめる前まえに、デデデ大だい王おうがむっくり起おき上あがった。

　口くちの中なかにつまったねんどを、ものすごいいきおいではき出だすと、大だい王おうはエリーヌをどなりつけた。

「何なにをするんだ、この乱らん暴ぼう者もの！　どうせ投なげるなら、食たべ物ものを投なげろ、大おおバカ者ものめ！」

「あら、ごめんなさい。あなたは、えーと、ドドド大だい王おうさん……だっけ？」

「デデデ大だい王おうだ──！　プププランドの偉い大だいなる支し配はい者しゃたるオレ様さまの名な前まえをまちがえるとは、きさま、ぜったいに許ゆるさんぞ！」

「ごめん、ごめん」

　エリーヌは、つかみかかろうとする大だい王おうをかわして飛とび上あがり、ペロッと舌したを出だした。

「てへっ、まちがえちゃった。それにしてもカービィに会あうのは、セブントピアの事じ件けん以い来らいだね！」

「うん……ねえ、エリーヌ。どうして、クレイシアとケンカしてるの？　まさか、また、あのときみたいなことが……」

　以い前ぜんの事じ件けんのことを思おもい出だして、カービィは心しん配ぱいになった。

　クレイシアはエリーヌの友ともだちで、すばらしい才さい能のうをもつ芸げい術じゅつ家か。けれども、以い前ぜん、邪じゃ悪あくなものにあやつられて、プププランドを大だいピンチにおとしいれたことがあるのだ。

　エリーヌは、首くびを振ふった。

「そうじゃないわ。……たぶん」

「たぶんって？」

「あのときみたいに、邪じゃ悪あくな気け配はいは感かんじないの。ただね……ただ……」

　エリーヌは、何なにかを思おもい出だしたように、腹はら立だたしげな顔かおになった。

「とにかく、すっごくイジワルなの！　めちゃくちゃ、感かんじが悪わるいの！」

「え……？」

「わたしが話はなしかけても、返へん事じもしてくれない。聞きこえなかったのかと思おもって何なん度ども話はなしかけたら、『うるさい！』ってどなりつけられちゃった。さっきだって、いっしょに食たべようと思おもっておやつを買かってきたのに、『そんなもの、食たべる気き分ぶんじゃないわ』って背せ中なかを向むけられちゃったのよ」

「ええ──!?」

　カービィは、急きゅうにブルブルとふるえだし、深しん刻こくな顔かおになった。

「お、おやつを食たべる気き分ぶんじゃない……!?　そんなこと、ぜったいにありえない！　たいへんだ！　クレイシアは、重おもい病びょう気きにかかってしまったんだ！」

「……まあ、カービィならそうでしょうけど」

　エリーヌは、冷れい静せいさを取とり戻もどした。

「クレイシアは芸げい術じゅつ家かだから、気きまぐれなところはあったのよ。以い前ぜんからね……でも、今こん回かいはひどすぎるわ！」

「……そうなの……？」

「あんなにひどい態たい度ど、見みたことがない。悪わるい魔ま物ものに取とりつかれているなら、まだわかるわよ。その魔ま物ものをはらってしまえばいいんだもの。でも、今こん回かいはちがうの……！」

　エリーヌは両りょう手てをにぎりしめて、くやしそうに叫さけんだ。

「あれが、クレイシアの生うまれつきの性せい格かくなのよ！　クレイシアはワガママで、イジワルで、冷つめたいの！　わたし、もう友ともだちをやめるわ！」

「ええ!?」

「もう、いっしょになんて住すめない！　この家いえを出でて行いこうって決きめたの。わたし、クレイシアなんか、大だいっきらい！」
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　その言こと葉ばを聞きいて、カービィは、自じ分ぶんのことのように悲かなしくなってしまった。

　カービィだって、友ともだちとケンカをすることはある。ささいなことで、ワドルディと口くちゲンカになり、ツンとしてしまったこともある。

　でも、そのたびに、すぐに仲なか直なおりをした。カービィがあやまることもあったし、ワドルディのほうからあやまってくれることもあった。

　だって、大だい好すきな友ともだちとケンカをするのは、やっぱり悲かなしいし、さびしいことだから。

　二に度どと遊あそべなくなったり、話はなしをすることもできなくなるなんて、悲かなしすぎることだから。

「エリーヌ……」

　カービィが歩あゆみよろうとした時ときだった。

　とつぜん、大おおきな笑わらい声ごえがひびきわたった。デデデ大だい王おうだ。

「わはははは！　つまらん話はなしだわい」

「なんですって？」

　エリーヌは、ムッとした顔かおで大だい王おうを見みた。

　デデデ大だい王おうは、ふんぞり返かえって言いった。

「友ともだちなんぞという、くだらんものがあるから、ウジウジなやむのだ。オレ様さまを見みろ。偉い大だいなる大だい王おうたるオレ様さまには、部ぶ下かは山やまほどいるが、友ともだちなんてじゃまなものは一人ひとりもおらんわい！」

「……そんなことで、いばらないでよ」

「きさまも、友ともだちなんてくだらんものはさっさと捨すてろ。オレ様さまを見み習ならうがいい」

「く……くだらなくないわ。友ともだちは大たい切せつよ！」

　思おもわず言いい返かえしたエリーヌに、カービィも賛さん成せいした。

「そうだよ！　友ともだちは、だいじだよ！　ね、マホロアもそう思おもうよね」

　急きゅうに呼よびかけられて、マホロアはきょとんと振ふり返かえった。

「エ？　ナンのハナシ？」

「マホロアも、友ともだちは何なによりだいじだって思おもうでしょ？　友ともだちのためなら、どんなことだってしようと思おもうよね？」

「……エェ……？」

　マホロアは、まごついた。

　それもそのはず、彼かれはエリーヌの話はなしなんてさっぱり聞きいておらず、たいくつそうにウロウロしていたからだ。

　けれど、カービィの真しん剣けんなまなざしを見みると、マホロアはあわててうなずいた。

「モチロンだヨォ！　トモダチはダイジ！　ボクは、ジブンのイノチよりも、トモダチをタイセツにしてるヨォ」

「ね、マホロアもこう言いってる。エリーヌ、クレイシアと仲なか直なおりしたほうがいいよ」

「……」

　エリーヌは、かたくなな表ひょう情じょうで、首くびを振ふった。

「それとこれとは別べつよ」

「別べつじゃないよ！　クレイシアは、エリーヌのいちばんの大だい親しん友ゆうでしょ？　ケンカ別わかれなんかしたら、悲かなしいよ！」

「……」

「ね、エリーヌ」

　エリーヌは、カービィの表ひょう情じょうを見みて、しょげ返かえった。

「……カービィの言いうとおりだわ。でも……わたしがいくら仲なか直なおりをしたいと思おもったって、クレイシアがあんな態たい度どじゃ、どうにもならない。わたしとは、話はなしもしてくれないんだもの」

「じゃ、ぼくがクレイシアに話はなしを聞きいてみる！」

　カービィは、張はり切きって言いった。

「どうしてエリーヌに冷つめたくしたのか、聞きいてみるよ。そうしたら、仲なか直なおりできるよね」

「カービィ……」

　エリーヌは、首くびを振ふった。

「ありがとう。でも、無む理りよ。クレイシアは、きっと何なにも話はなしてくれないわ」

「聞きいてみなくちゃわからない！　クレイシアは、今いま、どこにいるの？」

「……アトリエに、こもりっきり。じゃまをすると、すごく怒おこるわよ」

「怒おこられたっていい！　ぼく、行いってくる！」

　カービィは、全ぜん速そく力りょくで部へ屋やを飛とび出だしていった。

「あ、カービィ……」

　ワドルディが声こえをかけようとした時ときには、もう、姿すがたが消きえていた。

　ワドルディは、ホッとした顔かおで、デデデ大だい王おうを振ふり返かえった。

「さすがは大だい王おう様さまです。わざとあんなことを言いって、エリーヌの心こころを動うごかすなんて、すばらしいアイデアです！」

「あたりまえだわい。オレ様さまはいつも、すばらしいことしか言いわん！　友ともだちなんか、じゃまなだけだぞ！」

「……え」

　ワドルディの顔かおから笑えみが消きえた。

　大だい王おうは、エリーヌのためなどではなく、本ほん心しんを口くちにしただけだったのだ。

　どんよりしているワドルディを、デデデ大だい王おうは不ふ審しんそうな目めで見みた。

「ワドルディ、きさま、まさか、友ともだちなんぞおらんだろうな？　デデデ城じょうは、友ともだち禁きん止しだぞ。オレ様さまにかくれて友ともだちなんか作つくったら、承しょう知ちせんぞ」

「あ……え……えーと……」

　ワドルディの顔かおが引ひきつった。

　助たすけ舟ぶねを出だしてくれたのは、メタナイトだった。

「そんなことより、私わたしたちもクレイシアのアトリエに行いってみよう。急きゅうに冷つめたくなったという点てんが気きにかかる」

「メタナイト様さま……？」

「またしても、クレイシアが何なに者ものかにあやつられているのだとしたら、面めん倒どうだからな。様よう子すを見みに行いくぞ」

　メタナイトは、サッとマントをひるがえした。

　その姿すがたを見みて、デデデ大だい王おうは何なにか思おもいついたらしい。エリーヌに向むき直なおった。

「おい、きさま。クリームとやら」

「エリーヌよっ！」

「きさまは、どうしても友ともだちが大だい事じだと言いいはるのだな？」

「そ、そうよ。友ともだちは何なにより大だい事じよ！」

「フン、おろかなヤツ。だが、そんなに大だい事じだと言いうなら、オレ様さまが仲なか直なおりをさせてやろうじゃないか」

「……え？」

　思おもいがけない申もうし出でに、エリーヌはポカンとした。

「お礼れいを用よう意いしておけ。食くい物ものだぞ！　オレ様さまは肉にくが大だい好こう物ぶつなんだ。量りょうは、多おおければ多おおいほどいいぞ！」

「ちょ、ちょっと待まって……あなたが口くちをはさむと、ややこしいことになりそうなんだけど。カービィにまかせておいたほうが安あん心しん……」

「うむ、安あん心しんしていいぞ。このデデデ大だい王おう様さまがすべて解かい決けつしてやる！」

　デデデ大だい王おうは、ふんぞり返かえって部へ屋やを出でて行いった。

　ワドルディは大だい王おうに続つづこうとしたが、その背せに向むけて、マホロアがボソリとつぶやいた。

「ヒトのコトなんて、ほっておけばいいのニィ……こんなコト、ジカンのムダだヨォ……」

　ワドルディは足あしを止とめ、振ふり返かえった。

「むだじゃないよ」

　マホロアの言こと葉ばにムッとして、つい、言いい返かえしていた。

「カービィのすることは、一つもむだなんかじゃないんだ。このより道みちだって、きっとたいせつなことなんだよ」

「フゥン……ボクには、サッパリわかんないネェ」

　ばかにしたように言いって、マホロアはさっさと部へ屋やを出でて行いった。




　カービィは、アトリエのドアをたたいて、大おお声ごえを張はり上あげた。

「こんにちは、クレイシア！　ぼく、カービィだよ！　ここ、開あけて！」

　返へん事じはない。

　カービィは、ますますはげしく、ドアをたたいた。

「カービィだよ！　話はなしがあるんだ。ねえ、ここを開あけて！」

　何なん度ども何なん度どもドアをたたき続つづけていると、ようやく反はん応のうがあった。

　ドアがいきなりバーンと開ひらかれ、中なかからクレイシアが出でてきたのだ。

　美うつくしい水みず色いろの髪かみと、おしゃれなベレー帽ぼうが彼かの女じょのトレードマーク。けれど、その表ひょう情じょうはおそろしく不ふ機き嫌げんそうだった。

　クレイシアは、鐘かねを打うち鳴ならすような声こえでどなりつけた。

「うるさいわぁぁぁぁ！　ひとが創そう作さく活かつ動どうに集しゅう中ちゅうしてる時ときに、なんて騒そう音おんを立たてるのよ、バカ者もの！」

　カービィは、よろこんでクレイシアに飛とびついた。

「クレイシア、こんにちは！　久ひさしぶりだね！　元げん気きだった？」

「ん？　なんだっけ、あなた」

「わすれちゃったの？　ひどいよ。ぼく、カービィだよ！」
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「カービィ……なんとなく、覚おぼえがあるような、ないような」

　クレイシアは、腕うでを組くんで考かんがえこんだ。

「あたしって、芸げい術じゅつに関かん係けいないことはすぐ忘わすれちゃうのよね。特とくに今いまは、よけいなことを考かんがえたくないの。創そう作さく活かつ動どうに集しゅう中ちゅうしたいのよ」

「ソースカツドン？　わあ、おいしそう！　ぼくも集しゅう中ちゅうしたいよ──！」

「何なにを言いってるのかしら。あたしって、芸げい術じゅつ的てきな言こと葉ば以い外がいは理り解かいできないのよね」

　言いい合あっているところへ、メタナイトがやってきた。デデデ大だい王おう、ワドルディ、マホロアの姿すがたもある。

　クレイシアは、目めをむいた。

「何なによ何なによ？　あなたたち、いったいなんの用ようがあって、あたしのアトリエに……」

「あのね、クレイシア。エリーヌと、仲なか直なおりをしてほしいんだ」

　カービィが言いった。

　クレイシアは、ふしぎそうな顔かおでカービィを見み下おろした。

「仲なか直なおり？　仲なか直なおりをするためには、ケンカをする必ひつ要ようがあるのではないかしら。あたし、エリーヌとケンカなんてしてないけど」

「え！　でも、エリーヌは悲かなしんでるよ。クレイシアが急きゅうに冷つめたくなってしまったって」

「冷つめたくなんてしてないわ。ここ最さい近きんのあたしは創そう作さく活かつ動どうに集しゅう中ちゅうしきってて、エリーヌの顔かおすら見みてないわよ」

「えー？　おかしいな。エリーヌが話はなしかけても無む視ししたり、うるさいってどなったりしたでしょ？　エリーヌがおやつを食たべようってさそっても、ことわったり……」

「さあ？　そんなこと、あったかしら。創そう作さく活かつ動どうに集しゅう中ちゅうしてる時ときのあたしは、ふつうの会かい話わができないのよね。なにしろ、芸げい術じゅつのことで頭あたまがいっぱいだから」

「……ふむ」

　つぶやいたのは、メタナイト。

「悪わるいものに取とりつかれたのではないかと危き惧ぐしていたのだが、その心しん配ぱいはなさそうだな。どうやら彼かの女じょは、ただの芸げい術じゅつ家かのようだ」

　その言こと葉ばを聞きいて、クレイシアは目めをつり上あげた。

「ちょっと！　聞きき捨ずてならないわね！　ただの芸げい術じゅつ家かとは何なによ！　あたしは、まばゆいばかりの才さい能のうに恵めぐまれた至し高こうの芸げい術じゅつ家かクレイシアよ。訂てい正せいしなさい！」

「ふむ、すまない」

　あっさりとあやまって、メタナイトはカービィに言いった。

「心しん配ぱいは無む用ようだったな。エリーヌに伝つたえよう。クレイシアは芸げい術じゅつに集しゅう中ちゅうしているだけで、悪わる気ぎはないのだと」

「うん！」

　カービィはうなずいたが、デデデ大だい王おうが口くちをはさんだ。

「待まて待まて！　それはいかん」

「え？　何なにがいかんの？」

「そんなにかんたんに解かい決けつしてしまっては、オレ様さまが感かん謝しゃされないじゃないか」

　デデデ大だい王おうは、メタナイトとカービィを押おしのけ、クレイシアの前まえに進すすみ出でた。

　声こえをひそめて、陰いん気きな声こえでささやく。

「あのな……エリーヌは、きさまの悪わる口くちを言いってたぞ。クレイシアはワガママでイジワルで、まるで冷れい蔵ぞう庫このように冷れい酷こくだとな……」

「だ、大だい王おう様さま……！」

　ワドルディが、あわててデデデ大だい王おうにしがみついた。

「やめてください。どうして、二人ふたりをケンカさせるようなことを……」

「決きまってるじゃないか。ケンカを盛もり上あげてこそ、仲なか直なおりも盛もり上あがるというものだ。大おおゲンカになったところで解かい決けつすれば、エリーヌはオレ様さまに感かん謝しゃしてもしきれないだろう。お礼れいの最さい高こう級きゅうステーキが楽たのしみだわい！」

　デデデ大だい王おうは、うっとりとした顔かおで、舌したなめずりをした。

　ワドルディはおろおろして、クレイシアをなだめようとした。

「ち、ちがうんです、クレイシアさん。エリーヌは、悪わる口くちを言いったわけじゃありません。ただ、ちょっとクレイシアさんのことを誤ご解かいしてただけで……」

　ところが。

　クレイシアは、ワドルディの言いうことなんて少すこしも聞きいていなかった。

　感かん心しんしたように、何なん度どもうなずきながら言いった。

「さすがはエリーヌね。あたしのことを、本ほん当とうに理り解かいしてくれてるわ」

「……え？」

「芸げい術じゅつ家かというのは、ワガママで冷れい酷こくでなくてはならないのよ。ぞっとするほど孤こ独どくな闇やみをかかえていなくては、芸げい術じゅつ家かとは言いえないのだから！」

　クレイシアは目めを閉とじ、自じ分ぶんの両りょう肩かたを、自じ分ぶんの両りょう手てでぎゅっと抱だきしめた。

「あたし、天てん才さいすぎて、自じ分ぶんがこわい。あたしの心こころは冷れい蔵ぞう庫このように冷つめたく、押おし入いれの中なかのように暗くらいの！　それでこそ芸げい術じゅつ家か！　凡ぼん人じんには理り解かいできない、天てん才さいの心こころなのよ！」

「……ふーん」

　カービィは、きょとんとしてクレイシアを見み上あげた。

「たいへんだねえ、芸げい術じゅつ家かって」

「わかったなら、帰かえってちょうだい。あたしは、前ぜん代だい未み聞もんのスーパーミラクル芸げい術じゅつ作さく品ひんに取とり組くんでいるところなのだから」

「スーパーミラクル？　それ、どんなの？」

　カービィは何なに気げなくたずねたのだが、クレイシアは急きゅうに顔かお色いろを変かえた。

　興こう奮ふんして赤あからんでいたほおが、スーッと青あおざめた。

「それは……それは……」

「それは？」

「あああああ言いえないわああああ！　なぜなら、まだ何なにも思おもいついていないから！」
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　クレイシアは頭あたまをかかえて、のたうち回まわった。

　カービィたちは、あぜんとして、クレイシアを見み守まもった。

「思おもいついて……ない？」

「そうよ。なにしろ、あたしが取とり組くんでいるのは、だれも見みたことのない奇き跡せきの作さく品ひん。そうかんたんには作つくれないのよ！」

　メタナイトが言いった。

「なるほど、わかった。思おもうように作さく品ひんが作つくれず、イライラしてエリーヌに当あたり散ちらしたというわけだな」

「そんな、当あたり前まえのまとめ方かたをしないでちょうだい。あたしの悩なやみは、凡ぼん人じんとはちがうんだから！」

　クレイシアは、不ふ機き嫌げんなため息いきをついた。

　カービィが言いった。

「ねえ、クレイシア。ぼくたち、お手て伝つだいするよ」

「なんですって？」

「そのスーパーミラクルが完かん成せいすれば、前まえみたいに、エリーヌと仲なか良よく話はなしたり、いっしょにおやつを食たべたりできるでしょ？　だったら、ぼく、スーパーミラクルを作つくるお手て伝つだいをする！」

「何なにを言いってるのかしら。理り解かいできないわ」

　クレイシアは、首くびを振ふった。

「あたしの芸げい術じゅつ作さく品ひんは、お手て伝つだいなんて必ひつ要ようとしていないの。芸げい術じゅつの神かみですら、あたしの作さく品ひんに手てを貸かすことはできない……なぜなら、あたしは真しんの天てん才さいだから……って！　ちょっと！　あなた、勝かっ手てにアトリエに入はいらないで！」

　カービィはクレイシアの言こと葉ばを聞きこうともせず、勝かっ手てにトコトコとアトリエに入はいっていってしまった。

　クレイシアが、つまみ出だそうと追おいかける間あいだに、デデデ大だい王おうやメタナイトたちもアトリエに入はいりこんだ。
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　ワドルディは、アトリエじゅうをぐるっと見み回まわして、目めをまるくした。

「わあ……すごい！」

　壁かべぞいの棚たなには、クレイシアがこれまでに作つくってきた数かず々かずの芸げい術じゅつ作さく品ひんが、ずらりと並ならべられていた。

　どれもこれも、何なにがモチーフになっているのか、まったくわからない。

　動どう物ぶつのような、植しょく物ぶつのような、石いしころのような、家か具ぐのような、ゴミのような……とにかく、わけのわからない複ふく雑ざつな作さく品ひんが、ところせましと置おいてある。

　カービィが、とある彫ちょう刻こくをながめて言いった。

「これ、なに？　牛ぎゅう乳にゅうびんとメロンパンとコックカワサキが合がっ体たいしたみたい……」

「それは、永えい遠えんの愛あいをあらわした感かん動どう的てきな彫ちょう刻こくよ！　あなた、それを見みて、心こころがふるえないの？」

「うーん。あんまり、おいしそうじゃないなあ」

「こっちはなんだ？」

　デデデ大だい王おうが、ある作さく品ひんの前まえに進すすみ出でた。

「バースデーケーキをひっくり返かえしてふみつぶした上うえに、かつおぶしをまぶしたような形かたちをしているぞ」

「それは、宇う宙ちゅうの始はじまりと終おわりを表ひょう現げんした超ちょう大たい作さくよ！　きゃー、さわらないで！」

　メタナイトが口くちを開ひらいた。

「私わたしには、何なにがなんだかさっぱり理り解かいできないが……」

「それは、あなたが凡ぼん人じんだからよっ」

「ふむ。ともかく、これが芸げい術じゅつ作さく品ひんというものか。私わたしたちには、手て助だすけできそうにない」

「最さい初しょからそう言いってるでしょ。わかったら、出でて行いって……」

「だいじょーぶ！」

　カービィが、ぴょんとジャンプして叫さけんだ。目めが、星ほしのようにキラキラしている。

「ぼく、お手て伝つだいできるよ！　すごく、おもしろそう！」

「……え？」

「芸げい術じゅつって、こんなにおもしろいものだったんだね！　ぼく、芸げい術じゅつの才さい能のうにめざめちゃったみたい！　やっほー！」

　カービィは歓かん声せいを上あげて、部へ屋やのすみに走はしっていった。

　そこには、クレイシアが作さく品ひんの材ざい料りょうとしている素そ材ざいが積つみ上あげてあった。ねんど、針はり金がね、木もく片へん、くぎ、ひも、布ぬののきれはし、その他たいろいろ。

「これを使つかって、ちょいちょいっと芸げい術じゅつ作さく品ひんを作つくればいいんだよね！　よーし、がんばるぞー！」

「ちょ……ちょっと待まちなさい……」

　止とめようとしたクレイシアだが、ふと考かんがえこんで、ぶつぶつとつぶやいた。

「でも……芸げい術じゅつにふれたことのない、まっしろな心こころが、奇き跡せきを生うみ出だすことがあるかもしれないわね。カービィみたいなトンチンカンな子こは、トンチンカンすぎて、何なにを作つくるのか予よ想そうがつかない。そこに、真しんの芸げい術じゅつがあるかも！」

　クレイシアは、イスにゆったりと腰こしかけた。

「よろしい、お手て並なみを拝はい見けんしようじゃないの、カービィ。あなたのトンチンカンな心こころが、どんな芸げい術じゅつを生うみ出だすか、楽たのしみよ！」

「まかせてー！」

　カービィは、大おお張はり切きりで、ねんどをこね始はじめた。

　それを見みて、がまんならなくなったのは、もちろんデデデ大だい王おう。

「フン！　カービィに芸げい術じゅつがわかるものか！　真しんの芸げい術じゅつ家かは、このオレ様さまだわい！」

　デデデ大だい王おうは腕うでまくりをすると、カービィと並ならんでねんどをこね出だした。

　クレイシアは、うつろな目めで大だい王おうを見みた。

「うーん。あなたもトンチンカンさではカービィに負まけてないけど、カービィのような純じゅん粋すいさが感かんじられないのよね。一週しゅう間かん洗あらってないくつしたのようなあなたの心こころでは、美うつくしい芸げい術じゅつを生うみ出だすことはできないと思おもうわ」

「バカめ、きさまには理り解かいできんとみえるな。オレ様さまの、あふれんばかりの才さい能のうが！」

「大だい王おう様さま、かっこいいです！　がんばってください！」

　ワドルディが手てをたたいて、声せい援えんを送おくった。メタナイトはあきれ返かえって、その場ばに座すわりこんだ。

　マホロアが、文もん句くを言いった。

「マッタク……カービィもデデデ大だい王おうも、モクテキを忘わすれてるヨォ！　ボクたち、ゲイジュツのタメに旅たびに出でたんじゃナイ。ボクのトモダチを助たすけるタメなんだヨォ！」

「長ながくは、かからんさ」

　メタナイトが言いった。

「二人ふたりとも、根こん気きがないことにかけてはいい勝しょう負ぶだからな。すぐに、あきるに決きまっている」

「デモォ……トモダチがシンパイだヨォ……」

「今いままで、どうでも良よさそうだったくせに、急きゅうに思おもい出だしたように友ともだちを心しん配ぱいしてみせるのだな、マホロア。おまえの本ほん心しんはどこにある？」

「……」

　マホロアは答こたえず、壁かべぎわに座すわりこんで、カービィたちの作さ業ぎょうを見み守まもった。




　メタナイトの予よ想そうどおり。

　カービィとデデデ大だい王おうは、たちまち芸げい術じゅつにあきてしまった。

　カービィは、ねんどをこねて作つくった物ぶっ体たいにわりばしを突つき刺さし、「できた！」と叫さけんだ。

「なんてすばらしい芸げい術じゅつだろう！　ぼく、天てん才さいかも！」

「……いちおう、聞きいてあげるわね。それ、何なにを表ひょう現げんしてるの？」

　クレイシアの投なげやりな質しつ問もんに、カービィは堂どう々どうと答こたえた。

「宇う宙ちゅう一いちおいしいおだんご！　おだんごを愛あいする心こころを表ひょう現げんしました！」

「なるほど。で、デデデ大だい王おうさんは？」

「フフ！　おどろくがいい！」

　デデデ大だい王おうは、ねんどのかたまりを布ぬので包つつんだものを、大おおげさに持もち上あげて見みせた。

「オレ様さまの作さく品ひんは、カービィとはレベルがちがうわい。宇う宙ちゅう的てきなスケールで作つくり上あげた、びっくりするほどデデデ的てきなデデデ流りゅうデデデ……」

「いいから、テーマはなんですか？」

「この宇う宙ちゅうに存そん在ざいするすべての食たべ物ものを、オレ様さまの胃いぶくろにおさめてやろうという壮そう大だいな気き持もちを表ひょう現げんした。いわば、オレ様さまの野や望ぼうのすべてがここにあるのだ！」

「はいはい。野や望ぼう野や望ぼう」
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　クレイシアは横よこを向むいて、ため息いきをついた。

「ふぅ……あなたたちに、少すこしでも期き待たいした自じ分ぶんのおろかさに、なみだが出でちゃう。やっぱり、凡ぼん人じんは凡ぼん人じんね」

「ん？　どういう意い味み？」

「なんでもないわよ。はーあ……時じ間かんをむだにしてしまったわ。気きを取とり直なおして、創そう作さく活かつ動どうに集しゅう中ちゅうしなければ……」

　クレイシアは立たち上あがり、カービィとデデデ大だい王おうの作さく品ひんを見みつめた。

　その表ひょう情じょうには、むだな時じ間かんをすごしてしまったという後こう悔かいがにじみ出でていたが……。

　どんよりしていた目めに、とつぜん、星ほしのようなかがやきが宿やどった。

「ん……？　んんん……？　ちょっと待まって！　今いま、あたしの芸げい術じゅつマインドに、奇き跡せき的てきなヒラメキが！」

「え？」

「こ、これは……！」

　クレイシアは、カービィとデデデ大だい王おうの作さく品ひんの前まえにひざまずき、感かん動どうにふるえる声こえで言いった。

「おお……あふれてくるわ。次つぎ々つぎに、スーパーでミラクルなイメージが！」

「クレイシア……？」

「こんなこと、初はじめてだわ。なんという、天てん才さいのヒラメキ！　あたし、これまでで最さい高こうの傑けっ作さくを生うみ出だせそう……！」

　クレイシアは両りょう手てを組くみ合あわせ、なみだぐみながら、天てんをあおいだ。

　カービィとデデデ大だい王おうは顔かおを見み合あわせ、同どう時じに「わ！」と声こえを上あげた。

「ぼくたち、クレイシアの役やくに立たてたみたい！」

「わははは！　オレ様さまのすばらしい芸げい術じゅつ作さく品ひんが、クレイシアにヒントを与あたえてしまったようだな。これは、たっぷりお礼れいをいただかなくてはなるまい！」

「これで、クレイシアとエリーヌは仲なか直なおりできるね。よかった！」

　カービィとデデデ大だい王おうは、めずらしく仲なか良よく手てを取とり、はね回まわった。

「……ふしぎなことも、あるものだ」

　ボソリと言いったのは、メタナイト。

「どう見みても、ただのゴミにしか見みえない二人ふたりの作さく品ひんが……なぜ、クレイシアの心こころをゆさぶったのだろう。私わたしには理り解かいできない」

「それは、きさまに芸げい術じゅつ的てきなセンスがないからだ！」

「そうだよ、メタナイト！」

「芸げい術じゅつ家かが見みれば、オレ様さまの作さく品ひんのすばらしさは、ひと目めでわかるのだ！」

「そうだよ、メタナイト！」

　カービィとデデデ大だい王おうは、上じょう機き嫌げんで笑わらい出だした。

　クレイシアはすばやく立たち上あがり、カービィとデデデ大だい王おうの作さく品ひんをけちらしながら言いった。

「こんな、みにくいものを、世よの中なかにはびこらせてはいけない！　この世よは、美うつくしいもので満みたされるべきなのよ！」

「……は？」

「美うつくしく、けだかく、心こころゆさぶるものを生うみ出ださなければ！　それが、このみにくい世せ界かいを救すくう、芸げい術じゅつ家かの使し命めい！」

　クレイシアは、うっとりして叫さけんだ。

「凡ぼん人じんどものおかげで、目めがさめたわ。立たち止どまってはいられない。あたし、最さい高こうに美うつくしい作さく品ひんを作つくってみせるわ！」

　クレイシアはなみだを流ながしながら、カービィとデデデ大だい王おうの手てをにぎりしめた。

「ありがとう、凡ぼん人じんども！　あなたたちの最さい低ていの作さく品ひんのおかげで、自じ分ぶんの使し命めいに気きがついたわ！　この世よに美びを送おくり出だせるのは、真しんの天てん才さいだけ。つまり、このクレイシアだけなのよ！」

「え……ええ……？」

「あたしがいなければ、この世よはみにくいもので満みたされてしまう。あたし、作つくるわ！　この世せ界かいを美うつくしくそめ上あげる、最さい高こうの作さく品ひんを……！」

　クレイシアは、てきぱきと動うごき出だした。

「さ、出でて行いってちょうだい。この天てん才さいのインスピレーションが消きえないうちに！」

「い、いんすぴ……？」

「出でて行いってってば！　さあ、作つくるわ！　あふれ出でるイマジネーションを、すべて形かたちにするのよ──！」

　カービィたちは、アトリエから追おい出だされてしまった。

　カービィには、クレイシアの言こと葉ばの意い味みがさっぱりわからなかった。きょとんとして、言いった。

「どうしたんだろう。クレイシアったら、ぼくのこと、ほめすぎだよねえ？」

「ムムム……あいつめ、オレ様さまをライバルとみとめたようだな。まったく、オレ様さまの才さい能のうにも困こまったものだわい」

　メタナイトが言いった。

「よかった。クレイシアの芸げい術じゅつのセンスは、私わたしとかけ離はなれてはいないようだ」

「む？　どういう意い味みだ」

「別べつに。ともかく、クレイシアはスランプを抜ぬけ出だせた。あとは、待まつだけだ。彼かの女じょの作さく品ひんができあがるのを」




　カービィたちは、あまり長ながく待またされずにすんだ。

　芸げい術じゅつ的てきなヒラメキを得えたクレイシアは、ほんの数すう時じ間かんのうちに、作さく品ひんを完かん成せいさせてしまったからだ。

　アトリエから出でてきたクレイシアは、晴はれやかな顔かおをしていた。さっきまでのギスギスした態たい度どは消きえて、やさしい表ひょう情じょうになっている。

　そして、彼かの女じょの手てのひらには、とても小ちいさな作さく品ひんがのっていた。

　カービィたちといっしょに、クレイシアを待まっていたエリーヌが、うすい羽は根ねをパタパタさせてクレイシアに飛とびついた。

「クレイシア！　作さく品ひん、できたの!?」

「ええ、できた。あたしの最さい高こう傑けっ作さくよ。見みてちょうだい、エリーヌ」

　それは、カービィたちの目めには、やっぱりよくわからないものだった。

　カービィは、小こ声ごえで言いった。

「なんだろう、あれ。寝ねぞうの悪わるいカタツムリが、おふとんをけとばしたみたいな……」

「フフン、きさまには見みる目めがないな。あれは、台たい風ふうに吹ふき飛とばされたワンタンメンをあらわしているのだ」

「……よくわからないが、なぜか、ひきこまれる作さく品ひんだな」

　これは、メタナイトの感かん想そう。

　ワドルディが、うなずいた。

「ぼくも、そう思おもいます。なんとなく、心こころがあたたかくなります」

「ああ。クレイシアのこれまでの作さく品ひんより、ずっといい」

　そんな彼かれらのヒソヒソ声ごえは、さいわい、エリーヌとクレイシアには届とどいていなかった。

　エリーヌは、感かん動どうにふるえる声こえで言いった。

「すてき……なんてすてきなの、クレイシア！　この、朝あさの空そらのイメージ……お庭にわの草くさのイメージ……空そらと大だい地ちの呼こ吸きゅうが……つたわってくるようだわ」
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「……」

　カービィたちは、またヒソヒソと言いい合あった。

「朝あさの空そらだって」

「お庭にわの草くさだと」

「空そらと大だい地ちの……えーと」

「ぜんぜん、わからなかったわい」

　エリーヌは、しみじみと続つづけた。

「わたし、クレイシアの作さく品ひんはぜんぶ好すきだけど、これがいちばんだわ。ほんとうに、きれいな作さく品ひん……じっと見みていると、なぜか、なみだが出でてきちゃう」

「これ、エリーヌのために作つくったのよ」

　クレイシアは、少すこしてれたように、早はや口くちで言いった。

「え？　わたしの……？」

「もうすぐ、エリーヌのたんじょう日びでしょう。どうしても間まに合あわせたくて、必ひっ死しだったの」

　エリーヌは、びっくりして、目めをまたたいた。

「クレイシア……」

「必ひっ死しすぎて、スランプになっちゃったのよね。どうすればエリーヌによろこんでもらえるか、考かんがえれば考かんがえるほどわからなくなって……あたし、ずいぶんひどい態たい度どを取とったんでしょう？　ごめん……自じ分ぶんでは、よく覚おぼえてないの」

「クレイシアったら！」

　エリーヌは、鈴すずを振ふったような声こえで笑わらい出だした。

「いつも、そうなんだから。創そう作さくに集しゅう中ちゅうすると、まわりのことがわからなくなっちゃうのよね」

「本ほん当とうにごめん、エリーヌ……」

「ううん！　わたし、そんなクレイシアが大だい好すきだから！」

　エリーヌは静しずかに目めを閉とじて、クレイシアのプレゼントを大だい事じに抱だきかかえた。

　クレイシアにとっては、手ての上うえにのるぐらいのものだけれど、小ちいさなエリーヌには、ひとかかえほどもある大たい作さくだ。

「……すごく、うれしい。ありがとう、クレイシア。クレイシアはわたしのために作さく品ひんを作つくってくれていたのに、誤ご解かいしてしまって、ごめんね」

「エリーヌ。それね、実じつはまだ完かん成せいしてないの」

「え？」

「色いろをつけてほしいの。あたしの作さく品ひんに色いろをぬるのは、エリーヌの役やく目めだからね！」

　エリーヌは、顔かおをかがやかせた。

「うん！　わたし、張はり切きっちゃう。最さい高こうの作さく品ひんにしようね、クレイシア」

「まかせたわよ、エリーヌ」

　二人ふたりは顔かおを見み合あわせて、明あかるく笑わらい出だした。

　カービィも、つられたように、にこにこ顔がおになった。

「よかった！　エリーヌとクレイシアが仲なか直なおりできて」

「オレ様さまのおかげだな。さあ、たっぷり礼れいをいただくぞ！」

「それは、無ぶ粋すいというものだぞ、デデデ大だい王おう」

　メタナイトがたしなめた。

「二人ふたりの笑え顔がおがもどって、よかったではないか。私わたしたちには、まだ、するべきことが残のこっている」

「そうだヨォ！」

　たいくつそうに後うしろを向むいていたマホロアが振ふり返かえり、両りょう手てを上あげて賛さん成せいした。

「ボクのトモダチを助たすけニ行いかなくちゃ！　ハヤク、カガミの大だい迷めい宮きゅうにもどろうヨォ！」

「鏡かがみの大だい迷めい宮きゅう……ですって？」

　クレイシアが聞ききつけて、口くちをはさんだ。

「あなたたち、鏡かがみの大だい迷めい宮きゅうに入はいりこんだの？」

「うん！　マホロアのお友ともだちを助たすけるためにね！」

　カービィが飛とび上あがって答こたえた。

「その途と中ちゅうで、エリーヌの部へ屋やにまよいこんじゃったんだ。でも、もうだいじょーぶ！　すぐに、鏡かがみの国くににもどるね！」

「待まって」

　クレイシアは、すばやく言いった。

「鏡かがみの大だい迷めい宮きゅうは、手てごわいと聞きくわ。あたしはまだ、まよいこんだことはないけど、うわさは知しってる。とても複ふく雑ざつに入いり組くんでいて、だだっ広ぴろくて、ひとたび道みちを見み失うしなったら二に度どと出でられないって」

「うん。ぼくら、まいごになっちゃったんだよ」

「そう……」

　クレイシアは考かんがえこみ、言いった。

「あたし、あなたたちの役やくに立たてるかもしれないわ」

「え？」

「エリーヌ、あれを」

「うん、わかった！」

　二人ふたりの呼こ吸きゅうは、ぴったり。クレイシアがくわしく言いわなくても、エリーヌはうなずいて、どこかへ飛とんでいった。

　エリーヌがかかえてきたのは、画が用よう紙しとクレヨンだった。

　クレイシアはそれを受うけ取とって、言いった。

「カービィ、セブントピアでの戦たたかいを、覚おぼえてる？」

「うん！　もちろん」

「あたしには、あやつられていた時ときの記き憶おくがないんだけど、あとでエリーヌから聞きいたわ。あなたの大だい活かつ躍やくのおかげで、助たすかったんですってね」

「えへ！」

　カービィは、うれしくなって、くるんと一回かい転てんした。

「あのとき、エリーヌが使つかったキャンバスがあったでしょう」

「キャンバス……？」

　エリーヌが説せつ明めいを加くわえた。

「わたしが絵えを描かいて、カービィを変へん身しんさせたでしょ。戦せん車しゃや、潜せん水すい艦かんの姿すがたに」

「うん！」

　カービィは、エリーヌとともに過すごした大だい冒ぼう険けんの日ひ々びを思おもい出だし、うなずいた。

「あれ、楽たのしかったよ。ぼく、潜せん水すい艦かんや戦せん車しゃになったの、初はじめて！」

「あの力ちからを使つかえば、迷めい宮きゅうをまよわずに進すすむことができるかもしれないわ」

「え？」

「ためしてみるわよ」

　クレイシアは、画が用よう紙しにクレヨンでさらさらと絵えを描かいた。

　それは、ピンクと白しろの、かわいいロケットの絵え。

　クレイシアは、描かき上あげた絵えを高たかくかかげた。すると、たちまち、描かかれたロケットが、紙かみの中なかから飛とび出だしてきた。

　ロケットはカービィのからだをつつみこむように、合がっ体たいした。
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　ワドルディは、おどろいて飛とび上あがった。

「わあ、すごい！　カービィがロケットになっちゃった！」

　ロケットに変へん身しんしたカービィが言いった。

「カービィロケットだよ。かんたんに敵てきをふっ飛とばせるんだ。すごく強つよいよ！」

「それだけじゃないわ」

　エリーヌが言いった。

「このロケットには、高こう性せい能のうレーダーがついててね。目もく的てき地ちに向むかって、自じ動どう的てきに進すすむことができるの」

「ということは……」

「大だい迷めい宮きゅうだって、まよわずに進すすめちゃう。目もく的てき地ちまで、一いっ直ちょく線せんよ」

「わあ！」

　カービィはよろこんではね回まわろうとしたが、ワドルディがあわてて止とめた。

「だめだめ！　今いまは、いつものカービィとはちがうんだから。その姿すがたではね回まわったら、天てん井じょうをつき破やぶっちゃう」

「あ、そうか」

　カービィは、クレイシアを見み上あげた。

「ありがとう、クレイシア」

「お礼れいを言いうのはこちらのほうよ、カービィ。あの戦たたかいの時ときと、今こん回かいと、二に度ども助たすけられちゃったわね。どうもありがとう」

　クレイシアは、画が用よう紙しとクレヨンを差さし出だした。

「これをプレゼントするわ。この画が用よう紙しは、あの戦たたかいの時ときにエリーヌが使つかったキャンバスと同おなじ素そ材ざいでできているの。乗のり物ものの絵えを描かけば、そのとおりに変へん身しんできるわ」

　手てが使つかえないカービィに代かわって、ワドルディが画が用よう紙しとクレヨンを受うけ取とった。

「変へん身しん能のう力りょくには、制せい限げん時じ間かんがあるからね。もしも、目もく的てき地ちにつく前まえに変へん身しんがとけてしまったら、その画が用よう紙しにもう一いち度ど、カービィロケットの絵えを描かき直なおせばいいわ」

「ありがとう！」

　カービィは、仲なか間またちのほうに向むき直なおった。

「いよいよ、しゅっぱーつ！　マホロアのお友ともだちを助たすけに行いこう。さよなら、クレイシア、エリーヌ。プププランドにも、あそびに来きてね」

「ええ。いつか、二人ふたりであそびに行いくわ」

「気きをつけてね、カービィ」

　クレイシアとエリーヌは手てを振ふった。
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　カービィたちはエリーヌの部へ屋やの鏡かがみを通とおって、ふたたび鏡かがみの大だい迷めい宮きゅうへ──。
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　鏡かがみの大だい迷めい宮きゅうにもどった一いっ行こうは、カービィロケットを先せん頭とうに、進すすんでいった。

　さっきまでの苦くるしい冒ぼう険けんが、うそのよう。カービィロケットは、少すこしもまよわずに、正ただしい道みちを見みつけ出だしていく。

「ふしぎだなあ。ぼく、何なにも考かんがえてないのに、勝かっ手てにからだが動うごくよ。どっちへ進すすめばいいのか、わかっちゃうんだ」

「レーダーのおかげなんだね。べんりだね」

　ワドルディは感かん心しんした。

　時ときには敵てきがあらわれて、行ゆく手てを邪じゃ魔ますることもあるけれど、カービィロケットは無む敵てき。頭あたまの先さきから出でる衝しょう撃げき波はで、次つぎ々つぎに敵てきをふっ飛とばしていく。

　ワドルディは、カービィの大だい活かつ躍やくが、まるで自じ分ぶんのことのようにうれしくて、マホロアに自じ慢まんした。

「ね、ぼくが言いったとおりだろ？　カービィがしたことは、ちっともむだじゃなかったんだ。クレイシアとエリーヌのためにがんばったおかげで、こんなすてきなプレゼントをもらうことができたんだよ」

「ナンのコト？　ボクだって、モチロンわかってたヨォ。カービィのするコトに、マチガイはナイってネ！」

　マホロアはツンとして言いい返かえすと、カービィに走はしりよった。

「さすだヨォ、カービィ！　このチョウシで、ガンバッテネ！」

「うん！　マホロアのお友ともだちを、早はやく助たすけなきゃね」

　カービィは、張はり切きって返へん事じをしている。

　ワドルディはちょっぴり、おもしろくない気きがしたけれど、がまんした。がんばっているカービィの前まえで、不ふ機き嫌げんな顔かおはしたくない。

　マホロアのことなんて気きにしない、と決きめて、カービィたちの後あとに続つづいた。

「……おもしろくないわい」

　うなるような声こえが聞きこえたので、ワドルディはハッとして顔かおを上あげた。

　自じ分ぶんの気き持もちを読よまれてしまったのかと思おもったが、そうではなかった。

　低ひくい声こえでブツブツ言いっているのは、デデデ大だい王おうだった。

「おもしろくない……何なにがカービィロケットだ。かっこわるい名な前まえだわい。デデデ大だい王おう様さまロケットのほうが、よっぽど強つよそうなのに……」

「うらやましいのか、デデデ大だい王おう」

　メタナイトが、からかうように言いうと、デデデ大だい王おうはジロリとにらみつけた。

「だれがうらやましいものか！　あんなかっこわるいロケット、少すこしもうらやましくなんかないわい！」

「セブントピアの事じ件けんの時ときは、私わたしも君きみも色しき彩さいをうばわれて、動うごけなかったからな。活かつ躍やくできなくて、残ざん念ねんだったな、デデデ大だい王おう」

「フン！　オレ様さまは動うごけなかったんじゃない！　クレイシアの術じゅつなんてかんたんに打うち破やぶったが、オレ様さまが出でるまでもない、つまらん事じ件けんだったから、ほうっておいただけだ」

「フ……」

　メタナイトはかすかに笑わらい、デデデ大だい王おうに背せを向むけて歩あるき出だした。

　デデデ大だい王おうのイライラは、ますます大おおきくなる。

「くっ……カービィめ……ずるいぞ。オレ様さまのほうが、ロケットにふさわしい威い厳げんと強つよさをそなえているのに……」

「大だい王おう様さま……」

　ワドルディは、ぶつぶつ言いっているデデデ大だい王おうを見み上あげた。

　大だい王おうがこういう態たい度どを取とり始はじめたら、それは悪わるいきざし。よからぬことをたくらんでいるに決きまっている。

　ワドルディの視し線せんに気きづいて、大だい王おうはワドルディを見み下おろした。

　ワドルディは、クレイシアからのプレゼントをしっかり抱だきしめている。

　画が用よう紙しとクレヨンに目めをとめた瞬しゅん間かん、デデデ大だい王おうの顔かおに、ニマッとあやしい笑えみが浮うかんだ。

「それをちょっと貸かしてみろ、ワドルディ」

「え!?」

「その紙かみに絵えを描かけば、そのとおりの姿すがたに変へん身しんできるんだったな」

　ワドルディは、大だい王おうの意い図とをさとって、後あとずさりした。

「だ、だめです、大だい王おう様さま！　これは、カービィの変へん身しんがとけてしまった時ときのための、たいせつな……」

「うるさいわい。いいから、よこせ！」

　デデデ大だい王おうは、強ごう引いんに画が用よう紙しとクレヨンを取とり上あげようとした。

　ワドルディは、取とり上あげられまいと、しっかり画が用よう紙しとクレヨンをかかえて逃にげ出だした。

「あ、待まて、ワドルディ！　きさま、オレ様さまにさからうのか!?」

「ご、ごめんなさい。大だい王おう様さまの命めい令れいでも、これだけはダメなんです！　せっかく、クレイシアさんがプレゼントしてくれたものだから……！」

「待まて、ワドルディ！　きさま、ただじゃおかんぞ！」

　デデデ大だい王おうはドタドタと足あしをふみならして、部ぶ下かを追おいかけた。

　と、その足あし元もとに、何なにかがスッと差さし出だされた。

　大だい王おうは足あしをひっかけて、はでに転ころんでしまった。

「いたーい！　いたいわい！　なんだ、今いまのは……！」

「見み苦ぐるしいまねはやめたまえ、デデデ大だい王おう」

　メタナイトだった。彼かれがとっさに剣けんを差さし出だして、大だい王おうを転ころばせたのだ。

「メタナイト──！　きさま……！」

[image: ]

「ワドルディの言いうとおりだ。あの画が用よう紙しとクレヨンは、いざという時ときのための大だい事じな予よ備び。君きみが使つかってはならん」

「うるさいわい！　カービィロケットなんかより、デデデ大だい王おう様さまロケットのほうが、ずっと早はやく目もく的てき地ちにたどりつけるに決きまってる……！」

　大だい王おうが、くやしげに声こえをふるわせた時ときだった。

　先せん頭とうを進すすんでいたカービィが、方ほう向こうを変かえて戻もどってきた。

「どうした、カービィ」

「この先さきに、まっくろなとびらがあってね、その向むこうがわから、ふしぎな声こえが聞きこえてくるんだ」

「声こえ？」

「うん。何なにを言いってるかは聞きき取とれないけど、あの声こえ、どこかで聞きいたことがあるような気きがする。だれの声こえだろう……？」

「ボクのトモダチかもネ！」

　マホロアがうれしそうに叫さけんで、まっさきに駆かけ出だしていった。




　カービィの言いうとおりだった。巨きょ大だいなかべが行ゆく手てをふさいでおり、漆しっ黒こくのとびらが固かたくとざされている。

　とびらには、イバラのような植しょく物ぶつが何なん重じゅうにもからみついていた。侵しん入にゅう者しゃをこばむかのように。

　とびらの向むこうから、かすかに聞きこえてくる声こえがあった。

　マホロアが、はしゃいだ声こえで言いった。

「ヤッパリ、マチガイないヨォ！　コレは、ボクのトモダチのコエ！」

「……待まて。たしかに、聞きき覚おぼえのある声こえだ」

　メタナイトが言いった。彼かれは緊きん張ちょうした様よう子すで、剣けんに手てをかけていた。

「この声こえ……マホロア、おまえの友ともだちというのは、もしや」

　マホロアは答こたえず、とびらの向むこうがわに呼よびかけた。

「開あけてヨォ、タランザ！　ボクだヨォ！」

　けれど、とびらは開ひらかなかった。中なかから聞きこえてくる声こえも、変かわらず続つづいている。

　カービィたちは、おどろきのあまり、しばらく口くちもきけなかった。

　ようやく口くちを開ひらいたのは、メタナイトだった。

「おまえの友ともだちとは、あのタランザのことだったのか。マホロア、なぜ今いままでかくしていた？」

「かくしてたワケじゃないヨォ。タランザは、カービィたちと戦たたかったコトがあるって聞きいたカラ。ナマエを言いったら、助たすけてもらえナイんじゃナイかと思おもったダケ」

「そんなわけ、ないよ……」

　カービィは、小ちいさな声こえで言いった。

　タランザは、たしかに、以い前ぜんにカービィたちと戦たたかった敵てきの一人ひとり。

　なんと、カービィとまちがえてデデデ大だい王おうをさらい、思おもいどおりにあやつった、おそるべき強きょう敵てきだった。

　でも、実じつは黒くろ幕まくはタランザではなかった。彼かれはただ、命めい令れいどおりに動うごいていただけだったのだ。

　彼かれに命めい令れいを下くだしていたのは、妖よう艶えんの悪あく女じょクィン・セクトニア。

　彼かの女じょこそ、浮ふ遊ゆう大たい陸りくフロラルドに君くん臨りんし、長なが年ねんにわたって民たみたちを苦くるしめてきた悪あしき女じょ王おうだった。

　タランザは、クィン・セクトニアの忠ちゅう実じつな部ぶ下かだった。が、失しっ敗ぱいを何なん度ども重かさねてしまった彼かれを、女じょ王おうはゆるさなかった。

　──使つかえぬおろか者ものなど、いらぬ。

　女じょ王おうは冷れい酷こくに言いいはなち、タランザを一いち撃げきでふっ飛とばした。

　そのとき、ようやくタランザは気きがついたのだ。

　美うつくしいクィン・セクトニアがもつ、あまりにも邪じゃ悪あくで欲よく深ぶかい心こころに。

「……タランザは、もう、ぼくたちの敵てきじゃないよ。力ちからを合あわせて、クィン・セクトニアをたおしたんだ」

　カービィは、あの時ときの戦たたかいを思おもい出だして、重おも苦くるしい気き持もちで言いった。

　マホロアは、大おおげさにおどろいた。

「エエーッ、ソウだったのカィ。ソレを知しっていタラ、サイショからタランザのナマエを言いったのニィ！」

「おまえの言いうことは、どうにも、信しん用ようならんな」

　メタナイトは、とびらに向むき直なおった。

「とにかく、このとびらを開ひらかなくてはな。どうやら、中なかにいるタランザにはこちらの声こえはとどかないようだ」

「ということは、このとびらをぶちこわせばいいんだな」

　デデデ大だい王おうが、ハンマーをかまえた。

　メタナイトは、巨きょ大だいなとびらを見み上あげて言いった。

「そうかんたんにはいかん。からみついたイバラを見みてみろ」

「む……」

　さすがのデデデ大だい王おうも、息いきをのんだ。

　大だい王おうの腕うでほどもある太ふといツルが、とびら全ぜん体たいをびっしりとおおっている。

　大だい王おうは大おおきく息いきをはいて、強つよがった。

「あんなイバラぐらい、どうってことないぞ。オレ様さまのこのハンマーなら、一いち撃げきだ！」

「……いや」

　メタナイトは、静しずかに言いった。

「あれは、ただのイバラではない。おそらく、中なかに閉とじこもったタランザの心こころの象しょう徴ちょうだ」

「なんだと？」

「理り由ゆうはわからないが、タランザは自じ分ぶんの内うちがわに閉とじこもって、外そとの声こえにはいっさい反はん応のうしないでいる。あのイバラは、そんな彼かれの心こころそのものなんだ。破やぶるのは、かんたんではないぞ」

「な……なんの！　オレ様さまのハンマーにかかれば、イバラだろうがなんだろうが……！」

　しかし、デデデ大だい王おうがハンマーをふり上あげるより早はやく、カービィが叫さけんだ。

「ぼくにまかせて！　このロケットの力ちからで、どんなものでも、こわしちゃう！」

「待まて、カービィ。ひとの話はなしを聞きけ。あれは、ただのイバラではなく……」

　しかし、カービィが、ひとの話はなしに耳みみをかさないのは、いつものこと。

　カービィロケットは、とつぜん、強つよい光ひかりをはなち始はじめた。

「行いくよ──！　スタ──ロケット──アタァァァック！」

　カービィロケットは、全ぜん力りょくでとびらにぶつかっていった。

　一いち度どでは、とびらはビクともしなかった。けれど、カービィは少すこしもへこたれない。

「開ひらけ──！　開ひらけ、とびら──！」

　何なん度ども叫さけびながら、体たい当あたりをくり返かえす。

　そのすさまじいパワーに、ついに、とびらがメリメリと音おとを立たて始はじめた。からみついていたイバラも、シュルシュルと縮ちぢんでいく。

　メタナイトは、たじろいだ。

「さすがだ。カービィの心こころのパワーが、閉とざされていたタランザの心こころをこじあけたのだ」

「すごい！　がんばれ、カービィ！　もうちょっとだ！」

　ワドルディが、目めをかがやかせて応おう援えんした。

　カービィといがみ合あっているはずのデデデ大だい王おうまで、目めをまるくして、叫さけんだ。

「行いけ、カービィ！　気きを抜ぬくんじゃないぞ！　オレ様さまも手て伝つだうわい！」

　デデデ大だい王おうはハンマーを振ふり上あげ、とびらに挑いどみかかった。

　二人ふたりのパワーの前まえに、ついに、とびらは大おおきな音おとを立たててくずれさった。

「ヤッタァ！　すごいヨォ、カービィ！」

　マホロアが歓かん声せいを上あげて、とびらの向むこうへ飛とびこんでいく。

　カービィは、今いまの全ぜん力りょくアタックで、すっかり力ちからを使つかい果はたしていた。ヘロヘロとうずくまると同どう時じに、変へん身しんがとけてしまった。

「カービィ！　大だい丈じょう夫ぶ!?」

　ワドルディが駆かけよる。

　元もとの姿すがたにもどったカービィは、大おおきく息いきをついて、元げん気きよく答こたえた。

「うん、だいじょーぶ！　変へん身しんはとけちゃったけど……」

「もう、ロケットは必ひつ要ようないよ。目もく的てき地ちについたし、とびらもこわせたから！」

　ワドルディが、手てをさしのべた。カービィはその手てをつかんで、立たち上あがった。

　一いっ行こうは、マホロアに続つづいて、部へ屋やの中なかへ入はいっていった。




　鏡かがみの大だい迷めい宮きゅうのいちばん奥おくにあったのは──。

　カービィたちが最さい初しょに飛とびこんだ、あのディメンションミラーとうり二ふたつの鏡かがみだった。

「あれ？　ディメンションミラーがここにもある……？　じゃあ、ぼくらが最さい初しょに飛とびこんだ、あの鏡かがみは……？」

　カービィは、ふしぎそうに言いった。

　メタナイトが言いった。

「あれは、本ほん来らいの力ちからを失うしなった、ぬけがらのようなものだ。本ほん当とうの力ちからをもったディメンションミラーは、この迷めい宮きゅうのいちばん奥おくに秘ひめられていたのだ」

「……ふうん……」

「それより、見みろ」

　メタナイトが示しめした先さきには、鏡かがみに向むかって、ぶつぶつと何なにかつぶやき続つづけている者ものがいた。

　さらさらした銀ぎん色いろの髪かみに、かがやく金きん色いろのツノ。髪かみには、オレンジ色いろの目めのようなものがついている。

　カービィたちには背せ中なかを向むけている。そのマントの背せには、クモの巣すのような模も様ようが描えがかれていた。

「タランザ……！」

　カービィが声こえをかけたが、タランザは振ふり返かえらなかった。それどころか、自じ分ぶんの名な前まえが呼よばれたことにも気きづいていないようだ。

　カービィは歩あゆみよろうとしたが、メタナイトが止とめた。

「待まて、カービィ。耳みみをかたむけてみろ」

「……え？」

「タランザの様よう子すがおかしい」

　カービィたちは、耳みみをすました。

　タランザのつぶやきが聞きこえてくる。

「……セクト……ア……いっしょに……クフフフ……まって……ト……ニア……！」

　タランザは、幸しあわせそうな笑わらいをもらしながら、鏡かがみに話はなしかけていた。
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「これは……」

　メタナイトは、するどい視し線せんをマホロアに向むけた。

「どういうことだ、マホロア。タランザは、どうしたんだ」

「わからないヨォ。ドウしたのかナァ？」

　マホロアは、手てを広ひろげて、首くびを振ふった。

　カービィは、じっとタランザを見みつめて、言いった。

「……呼よんでる」

「なに？」

「クィン・セクトニアのことを呼よんでるよ。タランザは、クィン・セクトニアに話はなしかけてるんだ」

「そんなバカなことがあるか」

　デデデ大だい王おうが、せせら笑わらった。

「クィン・セクトニアは、もう、いないのだぞ。あの戦たたかいで、オレ様さまがやっつけたからな！」

「でも、タランザはセクトニアって言いってる……」

「ああ。様よう子すがおかしい」

　メタナイトは、油ゆ断だんなく気きをくばりながら、じりじりとタランザに近ちかづいていった。

「タランザは、クィン・セクトニアの忠ちゅう実じつな部ぶ下かだった。話はなす時ときは、つねに敬けい語ごを使つかっていたはずだ」

「うん。でも、今いまはちがうよ」

　タランザの、楽たのしそうな笑わらい声ごえがひびいた。

「待まって、セクトニア……クフフフフ！　そんなに急いそいだら、あぶないのね。あ、そっちはガケなのね。こっち、こっち……気きをつけるのね！」

「──幻げん覚かくだ」

　メタナイトがつぶやいた。

「タランザは、まぼろしを見みているんだ。あの鏡かがみの中なかに」

「まぼろし……？」

「クィン・セクトニアの……いや、彼かの女じょがまだ妖よう艶えんの悪あく女じょとなる前まえの、楽たのしいころのまぼろしを」

　メタナイトは、うめいた。

「ディメンションミラーは、ひとが望のぞむものをかなえてくれる鏡かがみだったな。タランザは、かつて、やさしい心こころをもったセクトニアと仲なか良よく過すごしていたと聞きく。彼かれは、そのころに戻もどりたいと切せつ実じつに願ねがったのだろう。鏡かがみは、タランザが望のぞむままのまぼろしを見みせているんだ」

「タランザ……！」

　カービィがもう一いち度ど呼よびかけた。

　けれど、タランザは振ふり返かえらない。夢む中ちゅうで、鏡かがみに話はなしかけている。

　メタナイトが言いった。

「まずい。なんとかして鏡かがみから引ひき離はなさなければ」

「フン、ほうっておけばよかろう」

　デデデ大だい王おうが言いった。

「あいつめ、元げん気きそうじゃないか。鏡かがみに吸すいこまれたなどと言いうから、どんなひどい目めにあっているかと思おもったのに。楽たのしい夢ゆめを見みてるなら、ほうっておけばいい」

「そうはいかん。タランザの様よう子すを見みてみろ」

　メタナイトはタランザに歩あゆみより、その顔かおをのぞきこんだ。

　タランザは、反はん応のうしない。うっとりと鏡かがみに見み入いって、セクトニアの名なを呼よびつづけている。

　カービィが、大おおきな声こえを上あげた。

「タランザ！　タランザってば！　しっかりしてよ！　ぼく、カービィだよ！」

「声こえが聞きこえていないのだ。やはり、引ひき離はなさなくては危き険けんだ。このままでは、タランザはまぼろしに取とりつかれ、破は滅めつしてしまうぞ！」

「たいへんダァ！」

　マホロアがさわぎ出だした。

「タランザがあぶないヨォ！　タスケテ！　コノママじゃ、タランザがハメツだヨォ！」

「どうすればいいの……!?」

　カービィはあせって、メタナイトを見みた。

　敵てきと戦たたかうだけなら、カービィはためらわない。

　でも、今いまは、どこにも敵てきの姿すがたがない。どうやって、タランザを救すくえばいいのか……。

「鏡かがみだ」

　メタナイトは、剣けんに手てをかけた。

「あの鏡かがみを割わる。それしか、タランザを助たすける方ほう法ほうはない」

「エエ!?　それはダメだヨォ、メタナイト！」

　マホロアが悲ひ鳴めいを上あげた。

「あのカガミは……ディメンションミラーは、ミンナのユメをかなえるタイセツなカガミ！　こわすなんて、ゼッタイ、ダメ！」

「あの鏡かがみは、以い前ぜんにもくだけ散ちったことがある。だが、破は片へんを集あつめて復ふっ活かつした。今こん度ども、また……」

「フッカツできるかどうかなんて、わからないヨォ！　モトに戻もどらなかったら、ドウするノ！」

「やむをえん。このままではタランザがあぶない」

「タランザなんかヨリ、カガミがダイジ……！」

　とっさに口くち走ばしったマホロアは、ハッとして、口くちを押おさえた。

　メタナイトは、彼かれには目めを向むけず、剣けんを抜ぬいた。

「それが本ほん音ねなのだな、マホロア」

「チ……チガウ……」

「今いまは、おまえの本ほん音ねはどうでもいい。とにかく、タランザを助たすけるぞ」

　マホロアはだまりこみ、後うしろに下さがった。

「マホロア……」

　カービィは、思おもわず声こえをかけた。

　今いまの言こと葉ばが、マホロアのほんとうの気き持もちなのか、それとも聞ききまちがいだったのか、たずねたかった。

　けれど、メタナイトがすばやく言いった。

「行いくぞ、カービィ、デデデ大だい王おう！」

「……うん！」

　マホロアと話はなしている余よ裕ゆうはない。

　カービィは、メタナイトとともに鏡かがみに向むかっていった。

　デデデ大だい王おうもハンマーをかまえようとしたが──急きゅうに何なにか思おもいついたように、動うごきを止とめた。

「……大だい王おう様さま？」

　ワドルディがデデデ大だい王おうを見み上あげた。

　大だい王おうは、ワドルディに手てをさしのべて、命めいじた。

「ワドルディ、画が用よう紙しとクレヨンをよこせ！」

「ええ!?　でも、これは……」

「もうカービィロケットは必ひつ要ようないだろう。目もく的てき地ちに到とう着ちゃくしたんだからな。ここからは、デデデ大だい王おう様さまロケットの見みせ場ばだぞ！」

「だ、大だい王おう様さまロケット……」

　ワドルディは、画が用よう紙しとクレヨンをしっかり抱だきしめた。

　大だい王おうはおそろしい形ぎょう相そうで、ワドルディにせまる……！




　いっぽう、メタナイトとカービィは鏡かがみにねらいを定さだめていた。

　メタナイトは剣けんをふり上あげ、カービィは大おおきく息いきを吸すいこんで飛とび上あがった。

　しかし、二人ふたりの攻こう撃げきが届とどくより早はやく、タランザが振ふり返かえった。

「何なにをするの──！」

　タランザは叫さけび声ごえを上あげると、六本ぽんある手てを大おおきく広ひろげて、鏡かがみを守まもった。

　メタナイトは、タランザに斬きりつけてしまう寸すん前ぜんで剣けんを引ひいた。カービィも、空くう気きをはき出だして着ちゃく地ちした。

「……何なにを……するの……！」

　タランザは、ぞっとするほど低ひくい声こえで言いった。
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　メタナイトが叫さけんだ。

「タランザ、しっかりしろ」

「やめるのね……セクトニアを……いじめたら……このタランザが、ゆるさないのね……！」

「クィン・セクトニアはもういない。おまえは、まぼろしを見みているだけだ。目めをさませ、タランザ」

「セクトニアは、このタランザが守まもるのね！」

　タランザの六本ぽんの手てから、すばやく糸いとがのびた。

　カービィはあわてて飛とびのいたが、メタナイトは一いっ瞬しゅんおくれてしまった。

　糸いとはメタナイトの手て足あしにからみつき、その自じ由ゆうをうばった。

「メタナイト！」

　カービィは叫さけんだ。

　メタナイトは必ひっ死しに糸いとを切きろうとするが、タランザの糸いとは強きょう力りょくだ。ほとんど目めに見みえないくらい細ほそいのに、どれほどあばれても、引ひきちぎれない。

　タランザは、小こ気き味みよさそうに笑わらった。

「クフフフ……このタランザの力ちからを思おもい知しるのね……」

「やめてよ、タランザ！　このままじゃ、タランザがあぶないんだよ！」

　カービィは叫さけんだが、タランザは耳みみを貸かさない。

　それどころか、いかりに満みちた目めをカービィに向むけた。

「つぎは、おまえの番ばんなのね！」

　タランザは、糸いとをあやつる手てを大おおきく引ひいた。

　メタナイトは剣けんを振ふりかざし、カービィに斬きりかかった。
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　カービィはギリギリのところで剣けんをよけた。

「……」

　メタナイトは、無む言ごんで剣けんをかまえなおした。

　からだばかりでなく、心こころまでタランザにあやつられてしまったのだ。タランザは「あやつりの魔ま術じゅつ師し」──からめとった相あい手てを思おもいどおりに動うごかしてしまう、おそろしい術じゅつの使つかい手てだ。

「メタナイト！」

　カービィの叫さけびも、メタナイトを正しょう気きに返かえすことはできなかった。

　カービィは、メタナイトのするどい攻こう撃げきを、かわすのが精せい一いっ杯ぱい。

　タランザは、大おお声ごえで笑わらった。

「クフフフ！　見みて、セクトニア。タランザは、とっても役やくに立たつのね！」

「タランザ……！」

　カービィは、じりじりと追おいつめられてしまった。

　コピー能のう力りょくがあれば、タランザの糸いとを断たち切きり、メタナイトを正しょう気きに返かえすことができるにちがいない。

　でも、今いまはカービィが吸すいこめそうな相あい手てがいなかった。

　心こころを失うしなってしまったメタナイトは、容よう赦しゃなくカービィにおそいかかった。







[image: ]







「カービィ……！」

　デデデ大だい王おうから逃にげ回まわっていたワドルディだが、大だいピンチのカービィを見みて、かくごを決きめた。

　逃にげるのをやめて、デデデ大だい王おうを見み上あげる。

「大だい王おう様さま。カービィとメタナイト様さまを助たすけられるのは、大だい王おう様さましかいません。どうぞ、この画が用よう紙しとクレヨンを……！」

「ようやくわかったか、バカ者ものめ！　さっさとよこせ！」

　デデデ大だい王おうはワドルディから画が用よう紙しとクレヨンをひったくると、ニコニコしてクレヨンをにぎった。

「さーて、どんなデザインにしよう？　カービィロケットなんか目めじゃないくらい、かっこいいデザインにしてやるぞ！」

　デデデ大だい王おうは、張はり切きって絵えを描かき始はじめた。

　が、なかなか、思おもうようには描かけない。

　クレイシアのところでわかったとおり、大だい王おうには、芸げい術じゅつ的てきな才さい能のうがあまり……ほとんど……まったくと言いっていいほど、ない。

「むぅ……何なにかちがうな……もっと、かっこよく……トゲトゲをはやしてみようか。旗はたをなびかせて、と……プロペラもあったほうがかっこいいかな……」

「大だい王おう様さま、時じ間かんがありません！」

　ワドルディはハラハラして、大だい王おうを急せかした。

「早はやく描かかないと、カービィがあぶない……！」

「わかっとるわい！　ごちゃごちゃ言いうな！　うーん……今いまひとつだな……そうだ、レーザー砲ほうをつけよう。七なな色いろに光ひかるライトも……」

「大だい王おう様さま、早はやく！」

「ええい、おまえがごちゃごちゃ言いうから、変へんなデザインになってしまったわい！」

「変へんじゃありません！　大だい王おう様さまロケットは、どんなデザインだって、かっこいいに決きまっています！」

　それを聞きいて、デデデ大だい王おうはたちまち機き嫌げんを直なおした。

「ほほう。良よいことを言いうじゃないか、ワドルディ。それでこそ、オレ様さまの部ぶ下かだ」

「早はやく見みせてください、かっこいいデデデ大だい王おう様さまロケットを！」

「よし、今いま、見みせてやる！」

　デデデ大だい王おうは、画が用よう紙しを高たかくかかげた。

　と、ふしぎな画が用よう紙しの力ちからで、たちまちデデデ大だい王おうは描かいたとおりの姿すがたに大だい変へん身しん。

　手てをたたこうとしていたワドルディは、その手てを途と中ちゅうで止とめてしまった。

　変へん身しんしたデデデ大だい王おうは、ワドルディを見み下おろしてたずねた。

「どうだ、ワドルディ。あまりのかっこよさに、しびれたか？」

「え……あ……は、はい。しびれ……ました」

「そうか、そうか。では、これから、デデデ大だい王おう様さまロケットの大だい活かつ躍やくを見みせてやる。しびれすぎて、ひっくり返かえるなよ！」

　デデデ大だい王おうは、カービィロケットのように、突つき進すすもうとした。

　だが、いきおいがぜんぜんない。しかも、まっすぐ飛とぶことすらできず、ヒョロヒョロと空くう中ちゅうをさまよって、ポテッと地ちに落おちた。
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「いててて！　なんだ、これは？　なんで、まっすぐ進すすまんのだ!?」

「大だい王おう様さま、あの……」

　ワドルディは、おそるおそる言いった。

「デザインがゆがんでいるので、まっすぐ進すすまないのではないでしょうか。それに、いろいろなかざりがゴテゴテつきすぎて、バランスが悪わるいです……」

「うるさいわい！　おまえには、わからんのか。この、かっこよさが！」

　大だい王おうはわめき散ちらして、ふたたび宙ちゅうに飛とび上あがった。

　フラフラしながらも、なんとか進すすんでいく。

　しかし、進しん行こう方ほう向こうをコントロールできず、カービィとメタナイトの戦たたかいとはまったく関かん係けいのないほうへ……。




　カービィは、メタナイトの攻こう撃げきをかわしながら、じりじりと後こう退たいしていた。

（どうしよう。このままじゃ……！）

　メタナイトの剣けんは、何なにもかも斬きりさく力ちからをもっている。まともに攻こう撃げきを食くらってしまったら、カービィだって無ぶ事じではいられない。

（いったい、どうすれば……！）

　せめて、コピー能のう力りょくが使つかえれば。

　そう願ねがったけれど、吸すいこむ相あい手てがいないと、どうしようもない。

「メタナイト！　しっかりしてよ。ぼくだよ、カービィだよ！」

　呼よびかけても、メタナイトの攻こう撃げきは止とまらなかった。

　タランザが、のけぞって笑わらった。

「クフフフ！　ムダなのね。このタランザの術じゅつは、かんたんには破やぶれないのね！」

「タランザ……どうして、こんなことを……」

　タランザのほうをチラッと見みたカービィは、奇き妙みょうなことに気きがついた。

　タランザの後うしろにあったはずの鏡かがみが、消きえている。

「……あれ？　どこに……？」

　すばやくあたりを見み回まわしたカービィの目めに映うつったのは、大おおきな鏡かがみをせおってヨタヨタと逃にげていく、マホロアの後うしろ姿すがただった。

「マホロア！」

　カービィの声こえを聞きくと、マホロアは逃にげる速そく度どを上あげた。

　カービィは、斬きりつけてくるメタナイトをかわして、叫さけんだ。

「タランザ、見みて！　マホロアが、鏡かがみを持もって行いっちゃうよ！」

「……え？」

　タランザはようやく、鏡かがみのゆくえに気きがついた。

「な、何なにをするの！　その鏡かがみは、セクトニアのたいせつな宝たから物もの！　返かえすのね～！」

　タランザが叫さけぶと同どう時じに、メタナイトはつんのめってたおれた。タランザの気きがそれたために、あやつりの術じゅつがとけたのだ。

「待まて～！」

　タランザとカービィは、ならんでマホロアを追おいかけた。
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　しかし、二人ふたりよりも早はやく、マホロアに向むかって突とっ進しんしていく者ものがあった。

　方ほう向こうをコントロールできなくなって迷めい走そうしていたデデデ大だい王おうロケットだ。

「わ～！　どけどけどけ～！」

　デデデ大だい王おうロケットは、叫さけびながらマホロアにつっこんでいった。

　マホロアは、ロケットに直ちょく撃げきされて吹ふっ飛とんだ。はずみで、鏡かがみは宙ちゅうに舞まった。

「セクトニアの宝たから物もの！」

　タランザは叫さけんで、鏡かがみに飛とびついた。

　デデデ大だい王おうは、マホロアにぶつかった衝しょう撃げきで変へん身しんがとけて、元もとの姿すがたに戻もどってしまった。頭あたまを押おさえて、ブツブツと文もん句くを言いった。

「いたた……！　オレ様さまの行ゆく手てに立たちふさがるなんて、無ぶ礼れいなやつだわい。マホロア、いったい、どういうつもりだ！」

「デデデ大だい王おう、ありがとう！」

　駆かけよったカービィが叫さけんだ。

「ぼく、ちっとも気きがつかなかったよ。もう少すこしで、鏡かがみをうばわれちゃうところだった。デデデ大だい王おうは、マホロアのたくらみに気きがついていたんだね」

「む……？」

　カービィは、かんちがいをしている。デデデ大だい王おうは、別べつにマホロアを止とめたわけではなく、たまたま衝しょう突とつしてしまっただけなのだが……。

　大だい王おうは、カービィの誤ご解かいをいいことに、ふんぞり返かえった。

「あたりまえだわい。オレ様さまは、なんでもお見み通とおしだからな。マホロアの悪わるだくみぐらい、最さい初しょから気きづいておったわい」

「ワルダクミなんて、してないヨォ！」

　マホロアはヨロヨロしながら立たち上あがり、あわれっぽくうったえた。

　彼かれが取とりすがった相あい手ては、タランザだった。

「信しんじてヨォ、タランザ。ボクは、カガミを盗ぬすもうとしたんじゃナイ。ソイツらがカガミをこわそうとしてたカラ、守まもったんだヨォ！　ボクは、キミのトモダチだもんネ！」

「友とも……だち……？」

「そうだヨォ。二人ふたりでチカラを合あわせて、アイツらをやっつけるンダ！」

「ええええ──!?」

　これには、カービィもびっくり。

　デデデ大だい王おうも、怒おこって声こえを張はり上あげた。

「何なにを言いい出だすんだ、マホロア。きさま……！」

「やつのねらいは、最さい初しょからあの鏡かがみだったのだ」

　背はい後ごから口くちをはさんだのは、メタナイトだった。

「メタナイト！」

　振ふり返かえったカービィは、目めをかがやかせた。

　メタナイトは、うつむいて言いった。

「すまなかった、カービィ。私わたしとしたことが、不ふ覚かくだった」

「よかった、タランザの術じゅつがとけたんだね！」

「ああ。もう同おなじ手ては食くわないぞ」

　メタナイトは剣けんを構かまえた。

　タランザとマホロアが、カービィたちの前まえに立たちはだかっている。タランザの目めは、さっきよりも、もっと、うつろだった。

「セクトニアの宝たから物ものをこわすなんて……ぜったいに、ゆるさないのね……このタランザが守まもるのね……」

「そうだヨォ、タランザ。アイツら、ゆるしちゃダメ。ボクも、チカラを貸かすからネ！」

　タランザは、六本ぽんの手てをゆっくり上あげた。

　メタナイトが叫さけんだ。

「気きをつけろ。来くるぞ」

　タランザの手てから、細ほそい細ほそい糸いとがはなたれる。

　カービィも、メタナイトも、攻こう撃げきを見み切きっていた。デデデ大だい王おうも、メタナイトに引ひきずられて、かろうじて攻こう撃げきをかわした。

　カービィが叫さけんだ。

「タランザ、聞きいて。ぼくたち、敵てきじゃないよ。タランザを助たすけたいんだ……！」

「だまされちゃダメだヨォ、タランザ。カービィはウソをついてるヨォ！」

　マホロアが、タランザの周まわりを飛とび回まわりながら言いった。

「カービィたちは、セクトニアをにくんでいるンダ！　セクトニアを守まもれるのはキミだけだヨォ、タランザ！」

「そう……このタランザが、セクトニアを守まもるのね……！」

　タランザは、やつぎばやに攻こう撃げきをくり出だしてくる。

　カービィは必ひっ死しにかわしながら、マホロアをにらんだ。

　クィン・セクトニアは悪わるい女じょ王おうだったけれど、タランザが彼かの女じょをたいせつに思おもう気き持もちは、とても純じゅん粋すいだった。だからこそ、鏡かがみが見みせるまぼろしに夢む中ちゅうになってしまったのだ。

　マホロアは、そんなタランザの心こころを、利り用ようしようとしている。

「ひどいよ……マホロア……！」

　カービィは、おどるように飛とび上あがった。

　マホロアは一いっ瞬しゅんたじろいだが、すぐに余よ裕ゆうを取とり戻もどした。

「おどしてもムダだヨォ、カービィ。キミにはコピー能のう力りょくがないんだカラ！　チットモ怖こわくないヨォ！」

　くやしいけれど、マホロアの言いうとおりだった。

　メタナイトは剣けんで、デデデ大だい王おうはハンマーで、必ひっ死しに戦たたかっている。でも、カービィには武ぶ器きがない。ふつうの空くう気き弾だんぐらいでは、タランザとマホロアの強きょう力りょくタッグには、とても太た刀ち打うちできない。

　タランザの糸いとが、おそいかかってくる。その合あい間まをぬって、マホロアは魔ま力りょく球きゅうを打うちこんでくる。

　カービィには何なにもできない。メタナイトやデデデ大だい王おうを援えん護ごすることすら……。

　そのときだった。

「カービィ！　こっちを見みて！」

　叫さけび声ごえがひびいた。

　ワドルディだ。画が用よう紙しを高たかくかかげて、走はしってくる。

　その画が用よう紙しには、戦せん車しゃに変へん身しんしたカービィの姿すがたが、みごとに描かかれていた。

「ワドルディ！」

　カービィが叫さけぶと同どう時じに、画が用よう紙しのふしぎな力ちからが作さ用ようした。

　カービィは、たちまち、戦せん車しゃの姿すがたに変へん身しんした。

「カービィタンクだ！」

　ワドルディが歓かん声せいを上あげ、画が用よう紙しをかかげたまま、飛とび上あがった。
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　戦たたかう力ちからを得えたカービィは、元げん気き百ひゃく倍ばい。

　戦せん車しゃの砲ほう身しんから、次つぎ々つぎに弾たまを撃うち出だして走はしる。強きょう力りょくなパワーをこめた弾だん丸がんが、マホロアとタランザにおそいかかった。

「ウ……ウワァァ……!?」

　得とく意いげに攻こう撃げきをくり出だしていたマホロアの顔かお色いろが変かわった。

　タランザも、飛とんでくる弾だん丸がんをかわすのが精せい一いっ杯ぱい。

　カービィタンクの登とう場じょうで、たちまち形けい勢せいは逆ぎゃく転てんした。ドカン、ドカンと景けい気きのいい音おとが鳴なりひびき、タランザとマホロアは右う往おう左さ往おうした。

　いい気き分ぶんで砲ほう撃げきを続つづけるカービィに、メタナイトが言いった。

「カービィ、調ちょう子しにのりすぎるな。砲ほう弾だんの数かずには、かぎりがあるぞ」

「ん？」

「ねらいをタランザにしぼれ」

「え!?」

「マホロアには、かまうな。タランザだけをねらい撃うて」

「そんな……どうして！」

　カービィは、とまどってしまった。

　本ほん当とうに危き険けんな敵てきは、マホロアのほうだ。タランザは、マホロアの虚きょ言げんにだまされているだけなのだから。

　どちらか一人ひとりをねらうなら、マホロアでは……？

　まよっているカービィに、メタナイトはするどく言いった。

「マホロアの本ほん心しんをあばくためだ。もちろん、タランザに深ふか手でを負おわせてはいけない。かすり傷きずですませるのだ」

「う……うん……」

「たのむぞ、カービィ」

「……うん！」

　カービィは、心こころをおちつけて、ねらいを定さだめた。

　飛とび回まわっているマホロアには目めもくれず、タランザだけに集しゅう中ちゅうする。

　しっかりねらいをつけ、パワーは抑おさえめにして、砲ほう撃げきをあびせる。

　カービィのねらいは、正せい確かくだった。ふわりと飛とんだ砲ほう弾だんがタランザを直ちょく撃げきし、タランザはあおむけにひっくり返かえった。

「タランザ……！」

　マホロアは一いっ瞬しゅん、立たちすくんだが、すぐに、その顔かおに笑えみが浮うかんだ。

「フフフ！　カワイソウなタランザ！　カガミは、ボクがいただくからネェ！」

　マホロアは、ふたたび鏡かがみをかつぐと、いちもくさんに逃にげ出だした。

　メタナイトが言いった。

「あれが、マホロアの本ほん性しょうだ。あいつは、たくみな言こと葉ばでひとをまどわせ、味み方かたにつける。だが、本ほん心しんでは、自じ分ぶんの望のぞみをかなえることしか考かんがえていないのだ」

　そのとき、タランザがゆっくり起おき上あがった。

　砲ほう弾だんを食くらって、フラフラしているが、大おおきなけがは負おっていない。

　デデデ大だい王おうがわめいた。

「見みろ、タランザ！　マホロアは、おまえの友ともだちでもなんでもないわい！　あいつは最さい初しょから、鏡かがみをねらってたのだ！」

「鏡かがみ……セクトニアの……宝たから物もの……」

「おお、そうだ。マホロアをやっつけて、鏡かがみを取とり戻もどすのだ──！」

　デデデ大だい王おうの言こと葉ばを聞きくと、タランザははじかれたように飛とび上あがった。

　六本ぽんの手てを大おおきくかまえ、空くう気きをふるわせるような大おお声ごえで叫さけぶ。

「ゆるさないのね──！　セクトニアの宝たから物ものは、このタランザが守まもるのね──！」

　タランザの手てから、糸いとがはなたれる。

　糸いとはまっすぐ伸のびて、マホロアにからみついた。

　マホロアは体たい勢せいをくずし、鏡かがみをかついだまま転ころんでしまった。

　タランザは、糸いとを引ひきよせようとした。

　だが、マホロアは必ひっ死しの抵てい抗こうをこころみる。はいずって、逃にげようとしている。

　カービィは、タランザをたすけるために砲ほう弾だんを撃うとうとした。けれど、もう、戦せん車しゃのパワーが残のこっていなかった。

「あ……あれえ……？」

　シュルシュル……と音おとを立たてて、カービィは元もとの姿すがたに戻もどってしまった。

　ワドルディが駆かけより、カービィに声こえをかけた。

「大だい丈じょう夫ぶ、カービィ!?」

「うん……ありがとう、ワドルディ！　戦せん車しゃの絵えのおかげで、たすかった！」

「よかった！」

　ワドルディは、てれくさそうに笑わらった。

「もう画が用よう紙しが残のこってなかったから、ダメかと思おもった。でも、紙かみのウラがわでも、なんとかなるんじゃないかと思おもって。大だい王おう様さまロケットのウラに、急いそいで描かいてみたんだよ。ぼく、絵えがへただから、かっこよく描かけなかったけど……」

「そんなことない！　すごく、かっこよかったよ！」

「でも、もう画が用よう紙しを使つかいきっちゃった。カービィを変へん身しんさせる力ちからが、なくなっちゃったよ……」

　ワドルディはしょんぼりした。

　カービィは、マホロアとタランザの戦たたかいに目めを向むけ直なおした。

　タランザのほうが優ゆう勢せいだ。マホロアは、細ほそい糸いとにからめとられて、ほとんど身み動うごきができない。

「戦せん車しゃの力ちからがなくてもだいじょーぶ！　マホロアを、つかまえるぞ！」

　カービィはマホロアのほうへ駆かけ出だした。

　でも、マホロアも、やられっぱなしではなかった。

　動うごきを封ふうじられたまま、ディメンションミラーをのぞきこむと、声こえを振ふりしぼった。

「ボクのノゾミをかなえておくれヨォ……ボクは、ダレにも負まけたくないンダ。ボクを、モットモット、強つよくしておくれェ！」

「まずい！」

　マホロアのたくらみに気きづいたメタナイトが、叫さけんだ。

「やつに、あの鏡かがみの力ちからを利り用ようされたら、手てがつけられなくなるぞ。止とめなければ……！」

　けれど、間まに合あわなかった。

　鏡かがみが、マホロアの願ねがいにこたえるように、真まっ白しろい光ひかりをはなった。

「わ……!?」

　まぶしさに耐たえられず、カービィたちは目めをつぶった。

　目めを開あけられるようになる前まえに、カービィは異い変へんを感かんじ取とっていた。

　これまでに感かんじたことのないような、おそろしい威い圧あつ感かん。まだ、何なにも攻こう撃げきを受うけていないのに、押おしつぶされてしまいそうな苦くるしさを感かんじる。

　鏡かがみの力ちからによって、マホロアは望のぞむままの変へん化かをとげたのだ。巨きょ大だいで、邪じゃ悪あくな、怪かい物ぶつに。

　カービィのはるか頭ず上じょうから、勝かちほこった声こえが聞きこえた。

「フフフフ！　思おもい知しったカィ、カービィ！　コンドこそ、ボクの勝かちだヨォ！　ボクは、ナンデモできる、全ぜん知ち全ぜん能のうの王おうだヨォ！」

　光ひかりがやわらいだのを感かんじ取とって、カービィはおそるおそる目めをあけた。

　メタナイトやデデデ大だい王おうも、同どう時じに目めを開ひらいた。

　しばらく、全ぜん員いんが絶ぜっ句くして、立たちつくしていた。

　口くちを開ひらいたのは、デデデ大だい王おうだった。

「……なんだ、あいつは。何なにがしたいんだ？」

　カービィも、メタナイトも、ワドルディやタランザまでも、あっけにとられてマホロアを見み上あげた。
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　マホロアは、たしかに、今いままでよりずっと強つよそうに変へん身しんしていた。

　巨きょ大だい化かしている。頭あたまの上うえのほうが、かすんで見みえるほど。

　ただ、その外がい見けんは、これまでのマホロアとまったく同おなじだった。

　耳みみつきのフードをかぶった、まるっこい姿すがたのまま、ただ大おおきくなっただけである。

　巨きょ大だい化かしたぶん、威い圧あつ感かんだけはあるのだが……どちらかといえば、全ぜん知ち全ぜん能のうの王おうというより、テーマパークの巨きょ大だいアトラクションという感かんじ。

　そんなマホロアが、カービィたちを見み下おろして、うれしそうに「フフフフ！」と笑わらいをもらしているのだ。

　不ぶ気き味みではあるが……どことなく、かわいいと言いえなくもない。

　メタナイトが、ふっと息いきをついた。

「なるほど。これが、マホロアの望のぞむ、最さい強きょうの自じ分ぶんというわけか。たあいもない」

「ワハハハハ！」

　デデデ大だい王おうが、おなかをかかえて大おお笑わらいした。

「こわがって、損そんしたわい。あんなもの、ただの大おおきなマホロアじゃないか。ちっとも、こわくないわい！」

「ナンダッテ？」

　マホロアの大おおきな目めが、ギョロリと動うごいてデデデ大だい王おうをにらんだ。

　これほどの高たかみからにらまれると、さすがに、迫はく力りょくがある。デデデ大だい王おうは口くちをつぐんだ。

「ボクが、こわくナイ？　ホンキで言いってるのかナァ？」

　マホロアの表ひょう情じょうが、けわしくなった。

「モウ二に度どと、ソンナなまいきなコトが言いえないヨウニ、思おもい知しらせてあげるヨォ！」

　マホロアは、大おおきな手てを振ふり上あげて、デデデ大だい王おうをたたきつぶそうとした。

　巨きょ大だいな影かげが、デデデ大だい王おうの頭ず上じょうにせまる。

　とっさのことに、大だい王おうは反はん応のうできず、目めを見みひらいた。

　デデデ大だい王おうを救すくったのは、目めに見みえないほど細ほそい細ほそい糸いとだった。

　タランザだ。彼かれがはなった糸いとが大だい王おうのからだに巻まきつき、引ひきよせた。

　間かん一いっ髪ぱつ。大だい王おうは宙ちゅうを飛とんで、安あん全ぜんな場ば所しょに落おちた。

「たたた……！　オレ様さまは荷に物もつではないぞ！　もっと、ていねいに下おろせ！」

　デデデ大だい王おうは、文もん句くたらたら。

　血けっ相そうをかえて駆かけつけたワドルディが、タランザにお礼れいを言いった。

「ありがとう、タランザ。大だい王おう様さまをたすけてくれて！」

　けれど、タランザは、返へん事じをしなかった。

　意い識しきがはっきりしないのか、ぼんやりと、あたりを見み回まわしている。大だい王おうを助たすけたのは、無む意い識しきのうちの行こう動どうだったらしい。

「タランザ！」

　カービィが声こえをかけた。

　タランザはカービィを見みると、ふしぎそうに言いった。

「……カービィ？　何なにをしてるの？　ここ……どこ？」

「どうやら、鏡かがみの呪じゅ縛ばくがとけたようだな」

　メタナイトが言いった。

「マホロアが鏡かがみを手てに入いれたために、タランザに対たいするききめがなくなった。よって、タランザは、鏡かがみの支し配はいから逃のがれられたというわけだ」

「鏡かがみ……」

　タランザは、マホロアを見み上あげた。

　マホロアは、巨きょ大だい化かした手てに、しっかりとディメンションミラーをにぎりしめたままだ。

　その鏡かがみを目めにした瞬しゅん間かん、タランザは飛とび上あがった。ようやく、頭あたまがはっきり冴さえてきたようだ。

「あ～！　あれは、ワタシがクィン・セクトニア様さまに献けん上じょうした、大だい事じな鏡かがみなのね！　なんで、あいつが持もってるの～!?」

　メタナイトが言いった。

「マホロアは、言こと葉ばたくみにおまえをだまし、鏡かがみをうばったんだ。おまえのことを、いちばんの友ともだちだと言いっていたが……」

「友ともだち？　まさか！　アイツは、友ともだちなんかじゃないのね！」

　タランザはくやしそうに、地じ団だん駄だをふんだ。

「アイツは、最さい初しょからディメンションミラーをうばうために近ちかづいてきたのね！　アイツ、とっても卑ひ怯きょう者ものなのね……！」

　まくしたてようとするタランザを、メタナイトがさえぎった。

「タランザ、くわしい話はなしは後あとで聞きこう。今いまは、戦たたかいに集しゅう中ちゅうするぞ」

「……わかったのね！」

　タランザは、巨きょ大だいマホロアに向むき直なおった。

　マホロアは、「フフフフ」と笑わらった。

　彼かれにしてみれば小こ声ごえのふくみ笑わらいだったのだろうけれど、今いまのマホロアは、何なにもかもがケタ外はずれに大おおきい。空くう気きがビリビリとふるえた。

「鏡かがみを返かえすのね──！」

　タランザが叫さけび、糸いとをはなつ。

　糸いとはまっすぐのびて、マホロアの手てにからみついた。

　けれど、いくら強きょう力りょくな糸いとでも、今いまのマホロアにはききめがない。彼かれは、軽かる々がると糸いとを引ひきちぎって、また笑わらい出だした。

「フフフ！　チットモ効きかないヨォ。キミたちのチカラは、コンナものナノォ？」

　マホロアは手てを振ふり上あげ、カービィたちをたたきつぶそうとする。カービィたちは必ひっ死しに床ゆかを転ころがり、逃にげまどった。

　メタナイトは剣けんで、デデデ大だい王おうはハンマーで、タランザは糸いとで。それぞれ攻こう撃げきを加くわえようとするのだが、あまりにも巨きょ大だいなマホロアの前まえに、まったく歯はが立たたない。

　カービィは、せめて空くう気き弾だんでみんなを援えん護ごしようとしたけれど、なんの役やくにも立たたなかった。

「まじめにやってほしいのね、カービィ！」

　タランザが怒おこり出だした。

「そんな空くう気きのタマなんて、アイツに効きくわけないのね！　フロラルドで戦たたかった時ときみたいに、コピー能のう力りょくを使つかうのね──！」

「ダメなんだ、タランザ……！」

　カービィはくやしくなって、言いった。

「コピー能のう力りょくは、ワザをもっただれかを吸すいこまないと使つかえないんだ。でも、ここには吸すいこめる相あい手てがいないから……！」

「じゃ、戦たたかえないってこと!?　もう、こんな大だい事じな時ときに、カービィったら役やくに立たたないのね……！」

　タランザが、かんしゃくを起おこして飛とび上あがったとき。

　その足あし元もとで、何なにかがうごめいた。

「……わ!?　なあに!?」

　タランザは、足あしを取とられて転ころんでしまった。

　床ゆかを割わってむくむくとあらわれたのは、まんまるい目めをした黄き色いろい生いき物ものだった。

　おかしなことに、からだの一いち部ぶが鏡かがみになっている。というより、鏡かがみにおおいかぶさって、同どう化かしてしまっているようだ。

　その奇き妙みょうな生いき物ものは、めいわくそうに叫さけんだ。

「うるさいなあ！　ちょっと、静しずかにしてよ。せっかくお昼ひる寝ねしてたのに……」

「な、なんなの、おまえは……」

　しりもちをついたタランザが、ふるえる声こえでたずねた。

　奇き妙みょうな生いき物ものが答こたえるより早はやく、メタナイトが言いった。

「おまえは、ミランだな。鏡かがみに取とりついて、かくしてしまう、やっかいなヤツだ」

「ぼくを知しってるの？　なるほど、ぼくも有ゆう名めいになったもんだなぁ」

　ミランという生いき物ものは、まんざらでもなさそうに笑わらい出だした。

　デデデ大だい王おうがどなりつけた。

「おまえの出でる幕まくじゃないわい！　引ひっこんでいろ！」

「いや、逆ぎゃくだ。ミランが助たすけになってくれるぞ！」

　メタナイトが叫さけんだ。

　ミランは、まんまるい目めをぱちくりさせて、急きゅうにおじけづいた。
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「助たすけって……何なに？　ぼく、関かん係けいないんだけど……」

「待まて」

　メタナイトは、ミランの鼻はな先さきにすばやく剣けんを突つきつけた。ふたたび床ゆかにもぐりこもうとしていたミランは、すくみ上あがった。

「動うごくな。動うごくと、斬きるぞ」

「な、なんで!?　ぼく、何なにもしてないのに──！」

「ああ、何なにもしなくていい。そこで、じっとしていろ」

「え……え……？」

「おまえがかかえているその鏡かがみを使つかえば、この迷めい宮きゅうの中なかを自じ由ゆうに行いき来きできる。ワドルディ！」

　メタナイトに名な前まえを呼よばれて、ワドルディは転ころがるように走はしってきた。

「は、はい！」

「ミランの鏡かがみをとおって、この部へ屋やから出でろ。そして、カービィにコピー能のう力りょくを与あたえてくれる生いき物ものを急いそいでつかまえてくるんだ」

「え……ええ!?　ぼくが、ですか!?　でも、そんな大たい切せつな役やく、ぼくには……」

「君きみがいちばん、すばやく動うごける。たのむ、ワドルディ」

　ワドルディはためらった。

　でも、その間あいだにも、マホロアは次つぎ々つぎに攻こう撃げきをくり出だしてくる。カービィは飛とび回まわって、よけるのが精せい一いっ杯ぱい。

　その姿すがたを見みて、ワドルディは心こころをゆさぶられた。

（コピー能のう力りょくさえあれば、カービィは戦たたかえるんだ。マホロアになんて、負まけっこない！）

　ワドルディは顔かおを上あげて、うなずいた。

「わかりました！　行いってきます！」

　叫さけびながら、ワドルディはミランの鏡かがみに飛とびこんでいった。

　デデデ大だい王おうが、メタナイトをにらみつけた。

「ワドルディは、オレ様さまの部ぶ下かだぞ。こき使つかっていいのは、オレ様さまだけだ！」

「すまないな、デデデ大だい王おう。今こん回かいかぎりだ」

　メタナイトは、巨きょ大だいなマホロアを見み上あげた。

「ワドルディが戻もどってくるまで、時じ間かんをかせぐ。行いくぞ！」

　メタナイトは剣けんをかまえ、マホロアに斬きりかかっていった。

「フン！　きさまにばかり、いい格かっ好こうはさせんぞ！」

　デデデ大だい王おうも、愛あい用ようのハンマーを大おおきく振ふり上あげた。
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　カービィ、メタナイト、デデデ大だい王おう、そしてタランザの四人にんは、マホロアの猛もう攻こう撃げきを必ひっ死しにしのいで、戦たたかい続つづけた。

　四人にんにとっては、長ながい長ながい時じ間かんがすぎたように思おもえた。実じっ際さいには、ほんの数すう分ふん間かんだったのだろうけれど。

　ついに、ミランの鏡かがみから、何なにかが転ころがり出でてきた。

　かたいカラにおおわれた、大おおきな昆こん虫ちゅうのような生いき物ものだ。その後うしろから、ワドルディが飛とび出だしてきた。

「連つれてきました──！　ヘルメホーンです！」

「おそすぎるわい、ワドルディ！　何なにをグズグズしとったんだ！」

　デデデ大だい王おうがしかりつけた。が、ホッとした表ひょう情じょうはかくしきれなかった。

　ヘルメホーンは、かたいカラに全ぜん身しんをおおわれた、巨きょ大だいな虫むしのような生いき物もの。頭あたまに、りりしいツノをはやしている。

　そのツノを荒あら々あらしく振ふり回まわして、ヘルメホーンは大おお声ごえを張はり上あげた。

「待またせたなァ、野や郎ろうども！　おう、安あん心しんしやがれ。オレっちが来きたからには、どんな強きょう敵てきだって一いち撃げきだぜ！」

「すまんな、ヘルメホーン。戦たたかうのは、おまえではないのだ」

　メタナイトが言いった。

　ヘルメホーンは、きょとんとした。

「あ？　どういう意い味みだ？　オレっちの力ちからが必ひつ要ようだって、このチビスケが言いうから、わざわざ来きてやったんだぜ……？」

　ふしぎそうなヘルメホーンに、目めをかがやかせて近ちかづいたのは、カービィだった。

「やっとコピー能のう力りょくが使つかえるよー！　ありがとう、ヘルメホーン！」

「あ？」

「ぼくに、力ちからをかしてね！」

　カービィは、大おおきく息いきを吸すいこんだ。ヘルメホーンは、目めをぱちくりさせながら、宙ちゅうを飛とんだ。

「うぉ、うぉおおお!?　な、何なにすんだ！　やめろぉぉぉ！」

　しかし、抵てい抗こうむなしく、ヘルメホーンはカービィに吸すいこまれてしまった。

　たちまち、カービィは変へん身しんした。ヘルメホーンと同おなじように、かたいツノをはやした姿すがたへと。

「やった！　『ビートル』のコピー能のう力りょくが使つかえるようになったよ！」
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「よかった、カービィ！」

　ワドルディが、うれしそうにはね回まわった。

「これで、戦たたかえるね！　がんばって！」

「うん、ありがとう、ワドルディ！　ぼくに、まかせて！」

　カービィは勇いさましいポーズをとって、マホロアをにらみつけた。

「さあ、反はん撃げき開かい始しだ！　行いくよ～！　くらえ、ロケットホーン！」

　カービィは、マホロアに向むかって猛もうダッシュ。

　するどいツノが敵てきを突つき刺さす、大おおワザだ。並なみの敵てきなら、このワザを一いっ発ぱつ食くらっただけでダウンしてしまう。

　でも──。

「ン──？　ナニしてるのかなァ、カービィ？　くすぐったいヨォ？」

　マホロアには、まったく効きいていない。あいかわらず、気きにさわる笑わらいを浮うかべて、カービィを見み下おろしている。

　なにしろ、からだが大おおきすぎるのだ。「ビートル」のコピー能のう力りょくは強きょう力りょくだけれど、するどいツノでいくら突ついても、今いまのマホロアにとっては、蚊かにさされたぐらいのもの。

　カービィは、あせった。

「えい！　ホーンアッパー！　さみだれホーン！　バックスラッシュ！」

　次つぎ々つぎにワザをくり出だすが、マホロアには通つう用ようしない。

　マホロアは、ゆかいそうに笑わらい転ころげた。

「ムダだヨォ、カービィ。ボクは無む敵てきナンダ。宇う宙ちゅう最さい強きょうなんだヨォ！」

　マホロアは、カービィをつかまえようと手てを振ふり回まわす。カービィは、必ひっ死しに逃にげ回まわるばかり。

「いかん。『ビートル』では、今いまのマホロアには通つう用ようしない」

　メタナイトが叫さけんだ。

「別べつのものを連つれてくるんだ、ワドルディ！　マホロアと互ご角かくに戦たたかえるものを！」

「は……はぁ……ええと……」

「私わたしたちが時じ間かんをかせぐ！　行いけ！」

「は、はい！」

　ワドルディは、ふたたびミランの鏡かがみに飛とびこんだ。




　次つぎにミランの鏡かがみから転ころがり出でてきたのは──。

「フフ！　待またせたな！　スパイナム様さま、ただいま参さん上じょう！」

　おしゃれな赤あかい帽ぼう子しをかぶり、弓ゆみ矢やをかまえた、小ちいさな生いき物ものだった。

　スパイナムは、くるっと回まわって、ウィンクを決きめた。ワドルディが報ほう告こくした。

「連つれてきましたー！　弓ゆみ矢やの名めい人じん、スパイナムです！」

「うむ、いいぞ」

　メタナイトが、声こえをはずませた。

「弓ゆみ矢やなら、高たかい場ば所しょにも攻こう撃げきできる。マホロアに通つう用ようするかもしれないぞ」

「よぉし……！」

　マホロアの攻こう撃げきに疲つかれきっていたカービィも、なんとか元げん気きを取とり戻もどした。

　カービィはくるんと一回かい転てんし、「ビートル」のコピー能のう力りょくをはずした。ヘルメホーンは、ヨロヨロしながら逃にげていった。

「ありがとう、ヘルメホーン！　またね！　さて、と……」

　カービィは、あらたなターゲットに向むき直なおった。

「来きてくれてありがとう、スパイナム。ぼくに、力ちからをかして！」

「もちろん、私わたしが来きたからには百ひゃく人にん力りき！　必ひっ殺さつの弓ゆみ矢やで敵てきをやっつけてあ・げ・る……」

　得とく意いげにまくしたてたスパイナムだが、迫せまりよってくるカービィを見みて、顔かお色いろを変かえた。

「え？　え？　ちょっと、何なにさ、その顔かお。ま、まさか私わたしを……！」

　カービィは、息いきを大おおきくはき出だしながら、スパイナムに歩あゆみよっていく。

　スパイナムは青あおざめ、後あとずさろうとしたが、もちろん、カービィの吸すいこみから逃にげることは不ふ可か能のう。

「ありがとう、スパイナム──！」

「あれぇぇ！　たすけてぇぇ！」

　悲ひ鳴めいとともにスパイナムは宙ちゅうを飛とび、カービィに吸すいこまれてしまった。

　こんどのコピー能のう力りょくは、「スナイパー」。カービィは、スパイナムと同おなじように、帽ぼう子しと弓ゆみ矢やを装そう備びした姿すがたになった。

　ワドルディが、拍はく手しゅかっさい。

「かっこいい！　がんばってね、カービィ！」

「うん！　こんどこそ、行いくよー！」

　カービィは弓ゆみに矢やをつがえ、大おおきく引ひきしぼった。
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「えーい！　スナイプショット──！」

　こんしんの一いっ矢しが、宙ちゅうを切きりさく。

　けれど。

「ン──？　カービィ、やめてヨォ。くすぐったいんだカラ！」

　マホロアは、全ぜん身しんをふるわせて笑わらっている。

　必ひっ殺さつの矢やも、せいぜいマホロアの足あし元もとに当あたるだけ。かすり傷きずを負おわせることすらできなかった。

「マジカ・スターアロー！　やぎりのスラッシュ！　ジャンピングスナイパー……！」

　カービィは攻こう撃げきを続つづけたが、まったく効きかなかった。

　メタナイトが、こわばった声こえで言いった。

「『スナイパー』ですら届とどかないのか……いったい、どんなコピー能のう力りょくなら……！」




　ワドルディは、ハラハラしながら、カービィの戦たたかいを見み守まもっていた。

　強きょう力りょくなツノで攻こう撃げきする「ビートル」も、弓ゆみ矢やを放はなつ「スナイパー」も、今いまのマホロアには通つう用ようしない。

「どうすればいいんだろう？　どんなコピー能のう力りょくなら、マホロアをたおせるんだろう？　『ビートル』よりも強つよくて、『スナイパー』より高たかいところまで届とどく攻こう撃げき……？　うーん……うーん……！」

　必ひっ死しに考かんがえたが、思おもい浮うかばなかった。

「マホロアが大おおきすぎるんだ！　あんな大おおきな敵てきに通つう用ようするコピー能のう力りょくなんて……！」

　と、そのとき。

　ワドルディの頭あたまに、ある考かんがえがひらめいた。

「大おおきすぎる敵てきに通つう用ようする力ちから……ひょっとすると……これなら、うまくいくかも！」

　ワドルディは、ミランの鏡かがみに向むかって走はしり出だした。

　気きづいたデデデ大だい王おうが叫さけんだ。

「こんどこそ、役やくに立たつのを連つれてくるんだぞ！　最さい強きょうの力ちからをもつヤツをな！」

　ワドルディは答こたえずに、鏡かがみに飛とびこんでいった。




　四人にんはめまぐるしく飛とび回まわって位い置ちを変かえ、マホロアをまごつかせた。

　でも、それももう限げん界かい。四人にんの体たい力りょくのほうが、マホロアよりも早はやく尽つきかけていた。

　四人にんの動うごきが、にぶり始はじめた。みんな、息いきを切きらせている。

　それを見みてとると、マホロアは急きゅうに真ま顔がおになり、言いった。

「つまらないヨォ、キミたち。ボク、もう、こんな遊あそびにはアキアキだヨォ」

「……！」

「終おわりにしようネ！　ボクの勝かちだヨォ！　まずはカービィ、キミからたたきつぶしてあげるヨォ！」

　マホロアの巨きょ大だいな手てが、カービィにおそいかかった。
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　カービィは床ゆかに転ころがり、マホロアが打うち下おろす手てから、かろうじて逃のがれた。

　マホロアはいらだったように、叫さけび声ごえを上あげた。

「逃にげてもムダ！　ウロチョロしないでヨォ！　カービィ、コレでサイゴだヨォ！」

　マホロアは、両りょう手てでカービィをつかもうとした。

「いかん……！　逃にげろ、カービィ……！」

　メタナイトが、うめき声ごえを上あげた。

　そのとき──。

　ミランの鏡かがみから、ワドルディが転ころがり出でてきた。

　デデデ大だい王おうが歓かん声せいを上あげた。

「帰かえったか、ワドルディ！　こんどこそ、最さい強きょうのヤツを連つれてきたんだろうな!?」

「え……えっと……！」

　デデデ大だい王おうもメタナイトも、息いきを切きらせながら、ミランの鏡かがみを見み守まもった。

　しかし、ワドルディの他ほかには、何なにも出でてこなかった。

　タランザが叫さけんだ。

「もったいぶらないで、早はやく出だすのね！　カービィに吸すいこませるのね！」

「は、はい！」

　ワドルディは、ぱっと手てをひらいた。

　そこから転ころがり落おちたのは……。

「……ミニー……だと？」

　デデデ大だい王おうが、目めを丸まるくした。

　迷めい宮きゅうの入いり口ぐちのところで、リンゴといっしょにカービィに吸すいこまれた、あの小ちいさな生いき物ものだ。

　デデデ大だい王おうの顔かおが、たちまち、まっかにそまった。

「何なにを考かんがえとるんだぁぁ、ワドルディ──！　何なにも見みつからなかったからって、こんな役やく立たたずの虫むしケラを連つれてくるなんて、おまえはどこまでバカなんだ──！」

「虫むしケラだって──!?　このスットコドッコイめ、だれに向むかって言いってんのさ！」

　ミニーはぴょんぴょん飛とび上あがって、怒おこり出だした。

「力ちからを貸かしてほしいってたのまれたから、来きてやったってのに！　失しつ礼れいなヤツ！　オイラ、もう帰かえるからね！」

「待まって、帰かえらないで！」

　ワドルディが止とめた。

　メタナイトが、ハッと気きづいて言いった。

「ミニー……ミニマム……そうか！　これは、いいアイデアかもしれないぞ」

「なに……？」

　デデデ大だい王おうが、けげんそうに目めを細ほそめる。

　メタナイトは叫さけんだ。

「よくやった、ワドルディ。カービィ、ミニーを吸すいこむんだ！」

　カービィは、マホロアの攻こう撃げきから逃にげ回まわって、すっかり体たい力りょくを使つかい果はたしていた。

　よろめきながら振ふり返かえり、うつろな目めでメタナイトを見みた。

「え……？　なんだって……？」

「早はやく！　ミニーを吸すいこめ！」

「ミニー……？　でも……」

　デデデ大だい王おうが、ハンマーを振ふり回まわして、わめきちらした。

「いかん、いかん！　そんなものを吸すいこんだら、ちぢんでしまうだけだぞ！　あっというまに、マホロアにひねりつぶされてしまうわい！」

「いいから、早はやく！　吸すいこむんだ、カービィ！」

　メタナイトはいらだった声こえを上あげた。

　ワドルディも、大おお声ごえで言いった。

「いちか、ばちかだよ、カービィ！　ミニーを吸すいこんでみて！」

　その間あいだにも、マホロアは、はげしい勢いきおいで手てを振ふり回まわしてくる。

　カービィの体たい力りょくは、もはや限げん界かいだった。このままでは、マホロアにつかまり、にぎりつぶされてしまう──。

　ワドルディの言いうとおり。いちか、ばちか。

　カービィは、思おもい切きって「スナイパー」のコピー能のう力りょくを捨すて、ミニーを吸すいこんだ。

「あ!?　何なにをしやがる!?　やめろ、やめろって！　小ちいさいからって、バカに──！」

　ミニーの抗こう議ぎの声こえは、途と中ちゅうでとぎれた。

　ミニーを吸すいこんだカービィは、みるみるちぢんでいき、豆まめ粒つぶくらいの小ちいささになってしまった。

　タランザが悲ひ鳴めいを上あげた。

「何なにしてるの──！　これじゃ、カービィがたたきつぶされちゃうのね──！」

　けれど、そのとき。

　予よ想そう外がいのことが起おきた。

　巨きょ大だいマホロアが、急きゅうに、あたふたし始はじめたのだ。

「ア、アレ？　カービィ？　ドコに消きえたノォ？　かくれるなんて、ヒキョウだヨォ！」

　身みをかがめ、目めを大おおきく見みひらいて、キョロキョロしている。

　デデデ大だい王おうが、ハッとして言いった。

「マホロアのやつ、カービィを見み失うしなってるぞ！」

　ワドルディは、うれしさのあまり、大おおきく飛とび上あがった。

「小ちいさすぎて、今いまのマホロアにはカービィが見みえないんです！」

「うむ。いいアイデアだったな、ワドルディ」

　メタナイトが、ふぅっと一ひと息いきついて、言いった。

「見みろ、マホロアがうろたえているぞ。これで、形けい勢せい逆ぎゃく転てんだ！」

　そのとおり。今いまのマホロアから見みれば、カービィはアリンコ以い下かの小ちいささだ。目めをこらしても、姿すがたをとらえられない。

　あせりまくっているマホロアを見みて、カービィは元げん気きを取とり戻もどした。

　声こえを立たてずに、マホロアに向むかって全ぜん力りょくで走はしっていく。マホロアは、あたふたして、うろたえるばかり。

「ドコ？　カービィ？　出でておいでヨォ！」

　カービィは、マホロアのマントに飛とびつき、よじ登のぼった。小ちいさすぎて、マホロアはまったく気きづいていない。

　メタナイトが、ワドルディに言いった。

「ここまでは申もうし分ぶんない。次つぎは、とどめの一いっ手てだ。たのむ、ワドルディ。マホロアに大だいダメージをあたえるコピー能のう力りょくが必ひつ要ようだ」

「わかりました！」

　ワドルディは張はり切きって、ミランの鏡かがみに飛とびこんでいった。




「カービィ！　ドコに行いったのォ？　ボクが、そんなにこわいのカィ？」

　マホロアが、見けん当とうはずれの方ほう向こうを探さがしまわっている間あいだに、カービィはマホロアの顔かおの高たかさにまで登のぼりきっていた。

　ちょうどその瞬しゅん間かん、ミランの鏡かがみから、ワドルディが転ころがり出でてきた。

　そのすぐ後うしろからあらわれたのは──素す手でで戦たたかう、ゆうかんな戦せん士しナックルジョー！
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　ナックルジョーは、キックやパンチを軽かろやかに決きめながら、勇いさましい声こえで言いった。

「オレの力ちからが必ひつ要ようだってェ？　いいぜ、まかせてくんな！　最さい強きょう戦せん士しナックルジョー様さまが駆かけつけたからには、オマエたちには指ゆび一いっ本ぽんふれさせやしないぜ──！」

　シュッシュッとパンチを決きめていたナックルジョーだが、ふと、目めの前まえの状じょう況きょうに気きがついて、動うごきを止とめた。

　メタナイトとデデデ大だい王おうが、無む言ごんでつめよってくる。

　二人ふたりの迫はく力りょくに、さすがのナックルジョーも、すくみ上あがった。

「メタナイト？　それに、デデデ大だい王おう様さまも……な、なんだ？」

「力ちからを貸かせ、ナックルジョー」

「え……お……おう。もちろん、そう言いわれたから、駆かけつけてやったんだが……で、でも……なんだろう？　悪わるい予よ感かんしかしないぞ」

「おまえの予よ感かんは正ただしいわい！」

　デデデ大だい王おうが、ナックルジョーを、わしづかみにした。

　ナックルジョーは、悲ひ鳴めいを上あげた。

「えええ──!?　何なにするんだ!?　いたい、いたいってば！　デデデ大だい王おう様さま～!?」

「行いけぇぇ──！」

　デデデ大だい王おうは、力ちからをふりしぼって、ナックルジョーを放ほうり投なげた。高たかく高たかく、マホロアの顔がん面めんに向むけて。

「あらぁぁぁぁ～～!?」

　ナックルジョーの悲ひ鳴めいがひびきわたる。

　カービィは、絶ぜっ好こうのタイミングで「ミニマム」のコピー能のう力りょくをはずした。カービィのからだは、元もとどおりの大おおきさに。

「アア!?　カービィ!?」

　とつぜん目めの前まえに出しゅつ現げんしたカービィに、マホロアはびっくり仰ぎょう天てん。

　カービィは、飛とんできたナックルジョーをすばやく吸すいこんだ。

　カービィの全ぜん身しんに力ちからがみなぎり、ひたいに赤あかいハチマキをしめた姿すがたになった。

　このまっかなハチマキこそ、コピー能のう力りょく「ファイター」のパワーのあかし。

　カービィは元げん気きいっぱい、思おもいっきり叫さけんだ。

「行いくよ──！　ライジンブレイク──！」
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　カービィは、にぎったこぶしを思おもいきり振ふり上あげ、マホロアのあごに最さい強きょうのアッパーカットをみまった。

　巨きょ大だいマホロアも、これほどの不ふ意い打うちを食くらってはたまらない。

　声こえも上あげられずに吹ふっ飛とび、ドォッとはげしい音おとをたてて床ゆかにたおれた。

　はずみで、彼かれが手てにしていた鏡かがみは、投なげ出だされてしまった。

　カービィはマホロアがたおれるより早はやく、飛とび下おりて、きれいに着ちゃく地ちを決きめた。

　マホロアは、あおむけにひっくり返かえって、目めを回まわしていた。

　からだが、あっというまに小ちいさくなっていく。鏡かがみを手て放ばなしたために、望のぞみをかなえるききめが消きえたのだ。

「やったぁ、カービィ！　すごいや！」

　ワドルディが、興こう奮ふんしてはね回まわった。

　デデデ大だい王おうは、得とく意いげに言いった。

「カービィじゃなく、オレ様さまのお手てがらだぞ！　オレ様さまがナックルジョーを正せい確かくに投なげたからこそ、マホロアをたおすことができ……」

　しかし、大だい王おうのお手てがら話ばなしは、タランザによってさえぎられてしまった。

　タランザは大だい王おうを突つき飛とばして、走はしり出だした。

「クィン・セクトニア様さまの……宝たから物もの……！」

　タランザは、マホロアの手てをはなれて落おちたディメンションミラーに飛とびついた。

　メタナイトが言いった。

「待まて、タランザ。鏡かがみの心しん配ぱいをする前まえに、マホロアを片かたづけるぞ。あいつが、二に度どと悪わるさをできないようにな」

「……了りょう解かいなのね」

　タランザは、マホロアに向むき直なおった。

　マホロアは、ようやく意い識しきを取とり戻もどしていた。両りょう手てであごをおさえて、からだをまるめ、うめき声ごえを上あげている。

「イタイ……ヨォ……ヒドイ……ヨォ……」

「これにこりたら、いつわりの言こと葉ばでひとをあやつるようなことは、もう二に度どとやめるのだな」

　メタナイトが、けわしい声こえで言いい聞きかせた。マホロアはうめくばかりで、答こたえようとしなかった。

　タランザが、手てからはなった糸いとで、マホロアをぐるぐる巻まきにした。これで、もう、マホロアは手ても足あしも出でない。

　カービィは、「ファイター」のコピー能のう力りょくをはずして、マホロアに歩あゆみよった。

「マホロア……」

「……」

「ウソだったんだね。タランザは、マホロアの友ともだちじゃなかったんだね」

　答こたえようとしないマホロアにかわって、タランザが言いった。

「友ともだちなんかじゃないのね！　コイツは、ある日ひフラッとフロラルドにやってきた、旅たび人びとなのね」

「旅たび人びと……？」

「クィン・セクトニア様さまの知しり合あいだって……久ひさしぶりに会あいに来きたって言いったのね。でも、もうセクトニアはいない……から……」

　タランザは、うつむいた。

「そう言いったら、マホロアめ、すごくおどろいたのね。そして、なみだを流ながして、言いったのね。せめて、クィン・セクトニア様さまのお部へ屋やを見みてみたいって。ワタシはすっかりだまされて、案あん内ないしてしまったのね」

「そのなみだも、いつわりだったのだな」

　メタナイトがきびしい視し線せんを向むけたが、マホロアはやっぱり、答こたえない。

　タランザは続つづけた。

「マホロアめは、クィン・セクトニア様さまのお部へ屋やにかざってあったディメンションミラーを見みて、ゆずってほしいって言いい出だしたのね……」

「なぜ、ディメンションミラーがクィン・セクトニアの部へ屋やにあったのだ？」

「ワタシが、以い前ぜん、鏡かがみの国くにで見みつけて、クィン・セクトニア様さまにささげたからなのね。セクトニアは、きれいなものが大だい好すきだったから」

「……」

　カービィたちは、気きがついていた。

　タランザが口くちにする呼よび方かたが、「クィン・セクトニア様さま」になったり、「セクトニア」になったり、ゆれ動うごいていることに。

　きっと、タランザの心こころが、ゆれているからなのだろう。タランザ自じ身しんは、気きがついていないようだった。

「もちろん、ことわったのね！　そしたら、コイツは急きゅうに態たい度どを変かえて、鏡かがみをうばおうとしたのね」

　タランザは、マホロアをにらみつけた。

「コイツは最さい初しょから、ディメンションミラーが目め当あてで、ワタシをだましたのね！　つかみ合あいになったから、思おもわず『たすけて！』って叫さけんだのね。そうしたら、急きゅうに鏡かがみがかがやき始はじめて……気きがついたら、ワタシはここにいたというわけなのね」

「おまえの願ねがいに、鏡かがみが反はん応のうしたのだろう」

　メタナイトが言いった。

「ディメンションミラーはおまえを吸すいこんで、マホロアから守まもったのだ。だが、それと引ひき換かえに、かがやきを失うしない、その本ほん来らいの力ちからは迷めい宮きゅうの奥おく深ふかくに封ふうじられてしまった。マホロアは、ディメンションミラーをあきらめきれず……」

「……ぼくらを利り用ようしようとしたんだね」

　カービィはマホロアを見みた。

　本ほん当とうなら、マホロアをにくみ、いかりをぶつけてもいいはずなのに……カービィは、そんな気き持もちになれなかった。

　だまされたことは、たしかに、くやしい。

　でも、心こころにわき上あがってくるのは、いかりではなかった。

　ひんやりと冷つめたい風かぜのような、さびしさだった。

　そんなカービィとは反はん対たいに、デデデ大だい王おうは、いかりをあらわにした。

「気き前まえのいい、金かね持もちの友ともだちがいるというのも、ウソだったんだな！　ええい……やっぱり、おまえの言いうことなんて信しんじるんじゃなかったわい！」

「マホロア、聞きかせてもらおう。おまえの目もく的てきはなんなのだ？」

　メタナイトが、つめよった。

　マホロアは、そっぽを向むいている。

「ディメンションミラーを手てに入いれて、何なにをする気きだったのだ？」

「……」

「望のぞんだものは、富とみか？　権けん力りょくか？　宇う宙ちゅうの支し配はい者しゃになるつもりだったのか？」

「……」

「答こたえによっては、ただではおかない。おまえは、危き険けんすぎる」

　メタナイトは、今いまにも剣けんをぬきそう。

　カービィは、思おもわず、声こえを上あげていた。

「まって、メタナイト」

「……カービィ？」

「もう、いじめちゃだめだよ。マホロアは、動うごけないんだし……」

　タランザの糸いとでぐるぐる巻まきにされているマホロアは、何なにをされても、抵てい抗こうできない。

　メタナイトは、ため息いきをついた。

「あまいぞ、カービィ。マホロアのたくらみは、徹てっ底てい的てきにあばかなければならない。さもなければ、マホロアはふたたび……」

「ボクは、ナニもたくらんでないヨォ！」

　マホロアが、やっと、声こえを上あげた。

　頭あたまを下さげて、しゅんとした態たい度どで続つづける。

「チョット、ふざけたダケだヨォ……ゴメンネ……」

「ふざけた、だと？　きさま、いいかげんに……」

「ボクは、カービィたちとアソビたかったんだヨォ！　ソレだけだヨォ！」

　マホロアは、しばられた手てをよじって、叫さけんだ。

「ダッテ、カービィにはトモダチがタクサンいるのに、ボクにはダレもイナイ。ボクとイッショに、アソンデほしかったんだヨォ！」

「でたらめを言いうな。そんなことは、ディメンションミラーをうばった理り由ゆうにはならん」

「ウソじゃないヨォ……大だいジケンをおこせば、カービィとイッショにボウケンできると思おもったんだヨォ！」

「話はなしにならん。きさまの虚きょ言げんは聞ききあきた！」

　メタナイトが一いっ歩ぽ進すすみ出でた。

　デデデ大だい王おうも、いかりをあらわに、ハンマーをかまえる。

　マホロアは、小ちいさくまるまって、ブルブルふるえ出だした。

　カービィは、メタナイトとデデデ大だい王おうの前まえに進すすみ出でた。

「もう、やめようよ……」

「そこをどけ、カービィ！　こいつは、ゆるしておけんわい！」

　デデデ大だい王おうが足あしをふみならした。

　メタナイトも、いらだたしげに言いった。

「カービィ、君きみは友ゆう情じょうを重おもんじる。マホロアはそれを知しっているから、利り用ようしようとしているだけだ。友ともだちという言こと葉ばを使つかえば、かんたんに君きみをだませると思おもっているのだ」
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「……」

　そのとおりかもしれない。

　でも、カービィは思おもった。

　エリーヌとクレイシアが、仲なか直なおりできたとき……。

　カービィとワドルディが、楽たのしくおしゃべりしていたとき……。

　それを見みていたマホロアは、どんな気き持もちでいたのだろう。

　ケンカをする相あい手ても、仲なか直なおりをする相あい手てもいないマホロアは……。

　カービィは、マホロアをしばっている糸いとをほどいた。

「カービィ！　何なにをする！」

　デデデ大だい王おうがどなった。

　マホロアは手て足あしを大おおきくのばし、飛とび上あがった。

「ワァイ、たすかったァ！　アリガトウ、カービィ！」

　マホロアはすばやく、メタナイトやデデデ大だい王おうの攻こう撃げきがとどかない位い置ちまで飛とび下さがった。

「あ、待まて！」

　デデデ大だい王おうが追おおうとしたが、マホロアのほうが速はやい。

　マホロアは飛とぶように逃にげ出だすと、くるっと振ふり返かえって、笑わらい出だした。

「フフフフフ！　アリガトネェ、カービィ！　ボクのためにヤクに立たってくれて、ホントにゴクロウさまァ！」

「あ、あいつ……！」

　だれよりもはげしく、おこり出だしたのは、意い外がいにもワドルディだった。

　カンカンにおこったワドルディは、マホロアめがけて走はしり出だした。

「カービィの気き持もちを利り用ようするなんて！　どこまでずるいヤツなんだ、マホロア……！」

「フフフフ！　引ひっかかるほうがワルイんだヨォ！」

　マホロアは、身みをひるがえして逃にげていく。ワドルディの足あしでは、追おいつけそうにない。

　メタナイトが叫さけんだ。

「タランザ！　糸いとでとらえられるか？」

「う、うーん……むずかしいのね！」

　タランザは糸いとをはなったが、すでに、距きょ離りがひらきすぎている。マホロアにはとどかなかった。

　走はしり去さっていくマホロアに、カービィが叫さけんだ。

「マホロア！　鏡かがみの力ちからなんて、いらないよ！」

　マホロアは足あしを止とめない。ますます急いそいで、逃にげていく。

　カービィは続つづけた。

「鏡かがみなんてなくても、友ともだちになれるよ！　プププランドにおいでよ。いっしょに遊あそんだり、冒ぼう険けんしたりしようよ！」

　一いっ瞬しゅんだけ、マホロアの動うごきが、にぶった。

　けれど、足あしは止とまらない。すぐに、姿すがたを消けしてしまった。

　デデデ大だい王おうが、がまんならないという顔かおで、カービィをどなりつけた。

「この、大おおバカ者ものめが！　おまえはマホロアにだまされて、利り用ようされたんだぞ！　まだ、わからんのか！」

「……」

「やつをとらえる、絶ぜっ好こうのチャンスだったのに！　まんまと引ひっかかって、逃にがしおって！」

「過すぎたことは、しかたがない」

　メタナイトが、デデデ大だい王おうをなだめた。

「これで、やつも、こりただろう。虚きょ言げんの魔ま術じゅつ師しも、しばらくの間あいだは、おとなしくしているはずだ」

「そうは思おもえんわい！　マホロアは、油ゆ断だんならん！」

「──それより、大だい事じなことがある」

　メタナイトは、タランザを見みた。

　タランザは、打うち捨すてられているディメンションミラーに、ふらふらと歩あゆみよろうとしていた。

「待まて、タランザ」

　メタナイトが言いうと、タランザの足あしが止とまった。

「その鏡かがみには、ふれるな」

「……」

「鏡かがみが見みせるまぼろしは、おまえをほろぼしてしまうぞ。けっして、ふれるな」

「まぼろしなんかじゃ……」

　タランザは言いい返かえそうとしたが、メタナイトのけわしい視し線せんに射いられたように、だまりこんでしまった。

「わかっているのだろう、タランザ。クィン・セクトニアは、もう、いない」

「……」

「鏡かがみは、おまえが望のぞむまぼろしを見みせるだけだ。おぼれては、ならん」

「だけど、セクトニアは……」

　タランザは鏡かがみにふれようとしたが、その手てをゆっくり引ひっこめた。

「セクトニアは……笑わらっていたのね」

「なに？」

「鏡かがみの中なかのセクトニアは、楽たのしそうに……笑わらっていたのね。明あかるい声こえで、タランザの名な前まえを呼よんでくれたのね。あのころみたいに……」

　タランザはうつむいた。

「それは、おまえが見みたがっている夢ゆめにすぎない」

　メタナイトは言いった。

「クィン・セクトニアが悪あしき女じょ王おうになる前まえの、楽たのしかったころに戻もどりたい──鏡かがみは、おまえのそんな夢ゆめを映うつし出だしているだけだ」

「……」

「いくら夢ゆめ見みても、もう過か去こには戻もどれない。目めをさませ、タランザ」

　タランザは、長ながい間あいだ、だまってうつむいていた。

　カービィたちも、何なにも言いわずにタランザを見み守まもっていた。

　長ながい沈ちん黙もくの後あとで、タランザはやっと顔かおを上あげた。

「……わかったのね。帰かえるのね」

「タランザ……」

「ワタシが帰かえらなかったら、クィン・セクトニア様さまのお城しろが荒あれてしまうのね。毎まい日にち、おそうじをしなくては、いけないのね」

　そう言いって、タランザは鏡かがみに背せを向むけて歩あるき出だした。

　カービィはホッとして、タランザの後あとに続つづいた。

　タランザの足あしどりは、まるで、たましいが抜ぬけてしまったように弱よわ々よわしかった。

　フロラルドに戻もどらなくてはいけないと、わかってはいても、心こころはまだ鏡かがみにひきつけられたままなのだろう。

　突とつ然ぜん、タランザの足あしが止とまった。

　彼かれは振ふり返かえって、鏡かがみを見みつめた。

　カービィは、ハラハラした。

　タランザは、まだ、鏡かがみにとらわれているんだろうか？　やっぱり、鏡かがみが見みせてくれる夢ゆめの世せ界かいに、ひたっていたいんだろうか──。

　けれど、タランザが口くちにしたのは、思おもいがけない言こと葉ばだった。

「今いま、セクトニアの声こえがしたのね」

「え？」

「カービィにも聞きこえた？　さよなら……ありがとう、タランザって」

　タランザは声こえをふるわせた。

　カービィは、とまどった。カービィには、声こえなんて聞きこえなかったから。

　タランザはふたたび鏡かがみに背せを向むけると、顔かおをふせて走はしり出だしてしまった。

「タランザ……」

　カービィは鏡かがみを見みた。
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　鏡かがみは、何なにごともなかったかのように、静しずかにカービィたちを映うつし出だしている。

「何なにを言いっとるんだ、あいつは。声こえなんぞ、聞きこえなかったわい」

　デデデ大だい王おうが首くびをひねった。ワドルディも、うなずいている。

　メタナイトが言いった。

「幻げん聴ちょう、というやつだろう。セクトニアを思おもうあまり、まぼろしの声こえが聞きこえたというわけだ」

「……フン。くだらんわい」

「だが、よかった。たとえまぼろしでも、セクトニアからの別わかれの言こと葉ばを聞きいたおかげで、タランザはようやく未み練れんを断たち切きることができたのだから」

「では、帰かえるとするか。とんだ、骨ほね折おり損ぞんだったわい！」

　デデデ大だい王おうとメタナイトは、歩あるき出だした。ワドルディも、大だい王おうの後あとをトコトコと追おいかけていく。

　カービィも彼かれらに続つづこうとした。

　が、ふと気きになって、もう一いち度どだけ鏡かがみを振ふり返かえってみた。

　鏡かがみに映うつっているのは、振ふり返かえったカービィだけ。もちろん、セクトニアの姿すがたなんて、見みえはしない。

（メタナイトの言いうとおり、まぼろしの声こえだったのかな……）

　それとも、セクトニアのたましいは、鏡かがみの奥おく深ふかくに眠ねむっていて、タランザにだけ聞きこえる声こえで呼よびかけたのだろうか。

　彼かの女じょのもっとも忠ちゅう実じつな部ぶ下かであり、たいせつな友ともだちだったタランザに、最さい後ごのお別わかれを告つげたのだろうか。

　ひょっとしたら、カービィたちをこの鏡かがみの世せ界かいに呼よびよせたのも、タランザを救すくってほしいというセクトニアの想おもいだったのかも……。

　カービィには、わからなかった。

「──さよなら」

　小ちいさな声こえで言いって、カービィはワドルディたちを追おいかけていった。




　さて、カービィたちはタランザと別わかれ、無ぶ事じにプププランドに戻もどってきた。

　プププランドは、いつものとおり、あくびが出でるほど平へい和わなポカポカ陽よう気きだ。

「ほんの少すこしの間あいだだったのに、なんだか、長ながいこと冒ぼう険けんしてたみたいな気きがするなあ」

　カービィは、家いえへと続つづく道みちをのんびり歩あるきながら言いった。

　ワドルディも、うなずいた。

「ぼくも、おんなじ。いろんなことが、あったもんね」

「エリーヌやクレイシアにも会あえたし……」

「タランザを助たすけることができたし」

「マホロアと戦たたかったしね」

「そうそう！　マホロアのやつめ！」

　ワドルディは、思おもい出だして、腹はら立だたしくなってきたらしい。プンプンして、言いった。

「ぼく、あいつだけは、やっぱりゆるせないよ。カービィをだますなんて」

「……いいよ、そんなこと」

「だけどさ！」

「マホロアは、ほんとに、ぼくらと友ともだちになりたかったと思おもうんだ。やり方かたが、まちがってたけどね」

「……カービィは、あいつと、友ともだちになれると思おもうの？」

　ワドルディは、気きがかりそうにたずねた。

　カービィは、笑わらった。

「うん！　マホロアがたずねてきてくれたら、きっといっしょに遊あそべるよ」

「……ぼくは、イヤだな。あいつ、カービィを利り用ようしようとするんだもの……」

「マホロアは、友ともだちを作つくったことがないんだよ。だから、友ともだちってどういうものか、わからないんだ。仲なか良よしになれば、マホロアだって、ウソをついたりしなくなるよ！」

「……カービィは、やさしいなあ」

　ワドルディは、ため息いきまじりに言いった。

「ぼくも、カービィみたいに、やさしくなれるといいんだけど」

「ワドルディはやさしいよ！　だって、ぼくのいちばんの友ともだちだもん」

　二人ふたりは話はなしながら歩あるいていたが、カービィはふと、足あしを止とめた。

「……あれ？」

「どうしたの、カービィ」

「うちのドアが、開ひらいてる……」

　カービィの言いうとおり。カービィの家いえのドアが、大おおきく開ひらかれていた。

「へんだなあ。家いえを出でるとき、閉しめたと思おもうんだけど？」

「そうだよねえ。だれか、たずねて来きたのかな？」

　ちょうどそこへ、ブロントバートがとおりかかった。

　ブロントバートは、ピンク色いろのからだとうすい羽は根ねをもつ、プププランドの住じゅう民みんの一人ひとり。気きまぐれ屋やだが、機き嫌げんがいい時ときには、だれにでも親しん切せつだ。

「あれ、カービィ。出でかけてたのかよ？」

「うん、ちょっとね」

「さっき、おまえの家いえから、だれか出でてきたぜ。見みたことないやつだったけど……あいつ、おまえの新あたらしい友ともだちか？」

「え……どんなやつ？」

「耳みみのついたフードをかぶった、おかしなやつさ。かっこいいマントに身みをつつんでいたぜ」

　カービィとワドルディは、顔かおを見み合あわせた。

「マホロアだ！」

「マホロアが、カービィの留る守す中ちゅうに……？」

「あそびに来きたのかな？　マホロアは、やっぱり、ぼくらと友ともだちになりたいんだよ！」

　ブロントバートが言いった。

「友ともだちと約やく束そくしてたなら、すっぽかしちゃいけねえな。そいつ、カービィがいないから、さっさと帰かえっちまったぜ」

「そう……教おしえてくれて、ありがとう、ブロントバート」

　カービィとワドルディは、カービィの家いえに向むかって走はしり出だした。




　開ひらきっぱなしの入いり口ぐちから中なかに飛とびこんだカービィたちが見みたものは──。

　ピカピカの、おさらだった。コックカワサキ特とく製せいのカステラがのっていたおさらだ。

　おさらの上うえにカステラはなく、かわりに、紙かみ切きれが一枚まいのっていた。
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　カービィは紙かみ切きれをつまみ上あげて、そこに書かかれた字じを読よんだ。


「せっかくアソビに来きてあげたのに、会あえなくてザンネンだヨォ！　カステラは、キミのカワリにボクが食たべておいてあげたヨ！　カビがはえちゃったら、困こまるもんネ！　お礼れいなんて、いらないヨォ……ボクら、トモダチだからネ！　……マホロア」



　カービィは、何なん度ども何なん度どもくり返かえし、書かかれた文も字じを読よんだ。

　紙かみ切きれをにぎった手てが、ぷるぷるとふるえ出だした。

　ワドルディが、心しん配ぱいそうにカービィの顔かおをのぞきこんだ。

「大だい丈じょう夫ぶ、カービィ？　残ざん念ねんだったね……せっかく、おいしそうなカステラだったのに……マホロアのやつめ……」

　カービィは大おおきく息いきを吸すいこむと、目めになみだを浮うかべて、叫さけんだ。





「ぼく、ぜったいに、ぜったいに、ぜぇぇったいに、マホロアなんかと友ともだちにならない！　なるもんか──！」






　カービィのなげきの声こえは、野のをこえて山やまをこえて、プププランドじゅうにひびきわたった。
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